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第48回 定時株主総会
招 集 ご 通 知

株式会社AOKIホールディングス

株主総会にご出席の株主の皆様へのお土産のご用意は
ございません。
何卒ご理解くださいますようお願い申しあげます。

株主総会にご出席いただけない場合

インターネット又は郵送により
議決権を行使くださいますよう
お願い申しあげます。

議決権行使期限 2024年6月26日（水曜日）
午後5時まで

詳細はP4をご覧ください▶

2024年6月27日（木曜日）
午前10時（受付開始：午前9時）開催日時

ホテルニューオータニ　
ザ・メイン アーケード階 
おり鶴 麗の間

開催場所

議案	 	取締役（監査等委員である取締役を除く。）
10名選任の件



地域社会

お客様

グループ
従業員

お取引先様

株主・投資家
の皆様

人々の喜びを
創造する

Contents グループ経営理念
AOKIグループは経営理念と事業コンセプトに
基づき事業を展開しております。

事業コンセプト

人々の喜びを創造する

経営理念

社会性の追求をした上でさらに、適正利潤を確保し、適正配分
することです。つまり、税金等を支払うことにより社会還元し
てゆくことです。

公益性の追求

ビジネス以外でも、世の中のためになる生き方を追求すること
です。つまり、チャリティーの開催、地域社会発展に寄与する文
化活動の推進、あるいは個人として、ボランティアな精神活動
に心掛けてゆくことです。

公共性の追求

ビジネスそのもので、世の中のためになろうということです。
つまり、たゆまぬ努力の継続により、顧客満足を創造し実践し
てゆくことです。

社会性の追求

さまざまなライフステージで
人々の人生を美しく輝かせたいという思いをもとに
多彩な事業を通じ、すべてのステークホルダーの皆様の

喜びの創造に貢献していきます。
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代表取締役社長   田村 春生

株主の皆様には、平素よりAOKIグループに対し格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

AOKIグループは「ビジネスマンが日替わりでスーツを着られる世の中にしたい」という創業精神の下、

1958年の紳士服専門店をスタートとしてファッション事業を展開し、1990年代からは時代の変化と国内

マーケット縮小を睨んだポートフォリオ経営を進め、現在のファッション事業、エンターテイメント事業、

アニヴェルセル・ブライダル事業のコア３事業を運営しております。

また昨年、皆様にご心配をおかけしましたガバナンス事案に関する反省を踏まえ、ガバナンス強化施策 

を継続して実施し、経営の土台とも言える盤石なガバナンス体制の構築と信頼回復に努めてまいりました。

このたび、経営体制の変化・ガバナンス強化に向き合うことを機に、「RISING 2026」というコンセプト

を掲げた「中期経営計画 2024-2026年度」を対外公表いたしました。今回の中期経営計画の期間にお

いては、既存事業モデルの見直しを図り、AOKIグループ一丸となって、次世代、10年先に向けた成長に

資する事業展開を目指してまいります。

これからも、すべてのステークホルダーの皆様の「喜びを創造するAOKIグループ」として、新たな

ステージに向け目標達成に取り組んでまいります。

株主の皆様におかれましては、何卒倍旧のご指導ご支援を賜りますよう、お願い申しあげます。

ごあいさつ

持続可能な社会の実現と、AOKIグループの
新たなステージへの成長に向けて、
事業活動を推進してまいります。
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証券コード8214
2024年６月５日

（電子提供措置の開始日2024年５月29日）
株 主 の 皆 様 へ

横 浜 市 都 筑 区 葛 が 谷 ６ 番 56 号
株式会社ＡＯＫＩホールディングス
代表取締役社長 田村 春生

第48回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
さて、当社第48回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
なお、当日ご出席いただけない場合は、電磁的方法（インターネット等）又は書面によって議

決権を行使することができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2024年
６月26日（水曜日）午後５時までに議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

1日 時 2024年6月27日（木曜日） 午前10時
2場 所 東京都千代田区紀尾井町４番１号

ホテルニューオータニ
ザ・メインアーケード階「おり鶴 麗の間」

3目的事項
報告
事項

１.第48期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）事業報告、連結
計算書類並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果
報告の件

２.第48期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）計算書類報告の
件

決議
事項 議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）10名選任の件
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４電子提供措置に関する事項
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェ

ブサイトに電子提供措置事項を掲載しております。

【当社ウェブサイト】 https://ir.aoki-hd.co.jp/ja/ir/stock/meeting.html

【東京証券取引所ウェブサイト】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

（上記の東京証券取引所のウェブサイトにアクセスしていただく場合には、
「コード」に当社証券コード「8214」を入力・検索し、「基本情報」「縦
覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通
知／株主総会資料」よりご確認ください。）

以 上
※電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
※
※

株主様へご送付している書面は、書面交付請求に基づく電子提供措置事項記載書面を兼ねております。
株主様へご送付している書面には、法令及び当社定款の規定に基づき、下記の事項を記載しておりません。なお、
監査等委員会及び会計監査人は次の事項を含む監査対象書類を監査しております。
・事業報告 …業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
・連結計算書類…連結株主資本等変動計算書、連結注記表
・計算書類 …株主資本等変動計算書、個別注記表

※議決権行使書において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていた
だきます。

当社ホームページ https://www.aoki-hd.co.jp/



同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、 
下記行使期限までに到着するようご返送ください。
議決権行使書面において、議案に賛否の表示がな
い場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り
扱わせていただきます。

郵　送

2024年6月26日（水曜日）
午後5時までに到着

行使期限

郵送による議決権の行使

議決権行使方法についてのご案内

議決権は、株主の皆様が当社の経営にご参加いただくための大切な権利です。
議決権の行使方法には、３つの方法がございます。

当
日
ご
出
席
の
場
合

当日株主総会にご出席の際は、議決権行使書用紙を
会場受付へご提出ください。

受付へご提出

2024年6月27日（木曜日）
午前10時（受付開始：午前9時）

株主総会開催日時

当
日
ご
出
席
い
た
だ
け
な
い
場
合

当日ご出席いただけない場合は、
以下のいずれかの方法により議決権を行使することができます。

インターネットにより上記専用サイトにアクセスして 
いただき、議決権を行使してください。
詳細は次頁をご覧ください。

インターネット

2024年6月26日（水曜日）
午後5時まで

行使期限

インターネットによる議決権の行使
https://evote.tr.mufg.jp/

機関投資家の皆様へ 議決権行使の方法として株式会社ICJが運営する機関投資家向け議決権電子行使
プラットフォームをご利用いただけます。
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インターネットによる議決権行使のご案内

インターネットによる議決権行使は、スマートフォン又はパソコン等から議決権行使ウェブサ
イトにアクセスいただき、画面の案内に従って行使してくださいますようお願いいたします。

ご
注
意
事
項

※1   インターネットによる議決権行使は、株主総会前日（2024年6月26日（水））の午後5時まで受付いたします。
※2   インターネットと郵送により、二重に議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効とさせ

ていただきます。
※3   インターネットにより、複数回数にわたり議決権行使をされた場合は、最終に行われた議決権行使の内容を有効とさせ

ていただきます。
※4  議決権行使サイトへのアクセスに際しての費用（インターネット接続料金・電話料金等）は、株主様のご負担となります。

【議決権行使サイトの操作方法に関するお問い合わせについて】
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 （通話料無料、受付時間：午前9時～午後9時）0120-173-027

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

ログインID・仮パスワード
を入力する方法

議決権行使ウェブサイト
https://evote.tr.mufg.jp/

「ログイン用QRコード」を読み取りいただくことで、「ログ
インID」及び「仮パスワード」が入力不要でログインいた
だけます。

QRコードを読み取る方法

1 お手持ちのスマートフォンにて、同封の議決権行
使書用紙の副票（右側）に記載の「ログイン用QR
コード」を読み取る。

議決権行使書用紙の副票（右側）

見本
見本

※「QRコード」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

1 議決権行使ウェブサイトにアクセスする。

「次の画面へ」
をクリック

お手元の議決権行使書用紙の副票（右側）に記載
された「ログインID」及び「仮パスワード」を入力す
る。

2

「ログイン」
をクリック

2024年6月26日（水曜日）午後5時まで議決権行使期限

画面の案内に従って各議案の賛否を選択する。2
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
行
使
完
了
で
す
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株主総会参考書類
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議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）10名選任の件
本総会終結の時をもって取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（10名）が任期満了

となりますので、改めて取締役（監査等委員である取締役を除く。）10名の選任をお願いいたし
たいと存じます。

監査等委員会は、各候補者に関して、当事業年度における業務執行状況及び業績等を評価した
うえで、当社の取締役として適任であると判断しております。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりです。
候補者
番 号 氏 名 現在の当社における地位及び担当 取締役会

出席状況

1
あ お き あ き ひ ろ

青 木 彰 宏 （男性） 再 任 男 代表取締役会長 85.7％
（12回/14回）

２
た む ら は る お

田 村 春 生 （男性） 再 任 男 代表取締役社長 100％
（14回/14回）

３
て る い の り お

照 井 則 男 （男性） 再 任 男 取締役副社長執行役員
グループ事業戦略・システム管掌

100％
（14回/14回）

４
あ お き ま さ み つ

青 木 柾 允 （男性） 再 任 男 取締役専務執行役員
グループブランド管掌

100％
（14回/14回）

５
な げ も と け い た

投 元 谿 太 （男性） 再 任 男 取締役専務執行役員
グループ総務・コンプライアンス管掌

100％
（14回/14回）

６
か わ ぐ ち よ し こ

川 口 佳 子 （女性） 再 任 男 取締役執行役員 グループ人事管掌
指名・報酬委員会委員

100％
（9回/9回）

７
お は ら よ う こ

尾 原 蓉 子 （女性） 再 任 社 外 独 立 取締役
指名・報酬委員会委員

100％
（14回/14回）

８
た か は し み つ お

髙 橋 光 夫 （男性） 再 任 社 外 独 立 取締役
指名・報酬委員会委員長

100％
（14回/14回）

９
な か む ら え い い ち

中 村 英 一 （男性） 再 任 社 外 独 立 取締役 100％
（14回/14回）

10
す が の そ の こ

菅 野 園 子 （女性） 再 任 社 外 取締役 100％
（14回/14回）

（注）1. 取締役候補者青木柾允氏は、㈱アニヴェルセルHOLDINGSの代表取締役であり、同社は当社の議決権の
38.6％を保有するその他の関係会社です。

2. その他候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
3. 取締役候補者 尾原蓉子、髙橋光夫、中村英一及び菅野園子の各氏は、社外取締役候補者です。
4. 社外取締役候補者に関する事項は次のとおりです。
(1) 髙橋光夫氏は過去において当社の取締役でありました。
(2) 当社は尾原蓉子、髙橋光夫及び中村英一の各氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、

同取引所に届け出ております。
(3) 社外取締役候補者が当社の社外取締役に就任してからの年数

尾原蓉子、髙橋光夫、中村英一及び菅野園子の各氏の当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終
結の時をもってそれぞれ９年、３年、２年及び２年となります。

5. 当社は、尾原蓉子、髙橋光夫、中村英一及び菅野園子の各氏と、会社法第427条第１項の賠償責任の限度
額は法令に限定する額とする旨の責任限定契約を締結しており、各氏の再任が承認された場合には、当該
契約を継続する予定です。当該契約の内容の概要は、事業報告「会社役員の状況(5)責任限定契約の内容
の概要」に記載のとおりです。

6. 当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、各候補者は、当該保険契約の被保険
者となります。なお、当該保険契約の概要は事業報告「役員等賠償責任保険契約に関する事項」をご参照
ください。また、次回更新時には同内容で更新を予定しております。

7. 取締役候補者川口佳子氏及び菅野園子氏の戸籍上の氏名はそれぞれ鈴木佳子、森 園子です。



株主総会参考書類
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現在の当社における地位及び担当
代表取締役会長

候補者
番 号 1

あ お き あ き ひ ろ

青木 彰宏 生年月日
（1970年５月20日生） 再 任

所有する当社株式の数 2,587,200株 取締役会への出席状況 12回／14回（85.7％）

略歴
1994年４月 当社入社
2003年５月 オリヒカ事業創業
2008年４月 ㈱オリヒカ代表取締役社長
2009年６月 当社常務取締役
2010年４月 ㈱AOKI取締役副会長

2010年６月 当社代表取締役社長
㈱アニヴェルセルHOLDINGS
取締役副社長（現任）

2017年６月 ㈱AOKI取締役会長
2018年10月 同社代表取締役会長
2022年６月 当社代表取締役会長（現任）

重要な兼職の状況
㈱アニヴェルセルHOLDINGS取締役副社長

取締役候補者とした理由
2003年にオリヒカ事業を創業後会社経営に携わり、2010年より当社代表取締役社長に就任、2022年より当社
代表取締役会長に就任し、経営全般を統括してまいりました。その会社経営の経験と実績を活かし、当社グルー
プの経営管理及び事業運営を的確、公正かつ効率的に遂行し、当社グループの企業価値向上を図ることができる
人材と判断し、取締役候補者としました。

現在の当社における地位及び担当
代表取締役社長

候補者
番 号 2

た む ら は る お

田村 春生 生年月日
（1957年２月21日生） 再 任

所有する当社株式の数 83,700株 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1980年４月 ㈱横浜銀行入行
1999年７月 同行横浜シティ支店長
2003年４月 アニヴェルセル㈱入社

取締役管理本部長
2004年10月 同社専務取締役
2006年６月 当社入社 執行役員グルー

プ財務担当

2007年６月 当社取締役
2008年４月 当社常務取締役
2010年４月 当社グループ管理・財務担当
2010年６月 当社取締役副社長
2022年12月 当社代表取締役社長（現任）

取締役候補者とした理由
2003年に当社グループに入社以降、主に財務及び管理全般を担当し、2022年12月から代表取締役社長として経
営全般を統括してまいりました。その経験と実績及び金融機関での経験を活かし、当社グループの経営管理及び
事業運営を的確、公正かつ効率的に遂行し、当社グループの企業価値向上を図ることができる人材と判断し、取
締役候補者としました。
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現在の当社における地位及び担当
取締役副社長執行役員
グループ事業戦略・システム管掌

候補者
番 号 3

て る い の り お

照井 則男 生年月日
（1957年４月４日生） 再 任

所有する当社株式の数 25,100株 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1980年４月 ㈱すかいらーく（現 ㈱す

かいらーくホールディング
ス）入社

1996年５月 日本マクドナルド㈱（現
日本マクドナルドホールデ
ィングス㈱）入社

2002年７月 同社情報システム企画部マ
ネージャー

2003年２月 スターバックスコーヒージ
ャパン㈱入社

2008年４月 同社Vice-President
情報システム本部長

2015年11月 当社入社 執行役員情報シ
ステム本部副本部長

2018年６月 当社常務取締役
2018年12月 当社常務取締役兼デジタ

ル・CRM推進室長
2019年６月 当社グループ情報システム担当
2022年６月 当社取締役副社長
2023年 1 月 当社グループ人事・システ

ム担当
2023年６月 当社取締役副社長執行役員

グループ事業戦略・システ
ム管掌（現任）

取締役候補者とした理由
2015年に入社、2018年に取締役に就任し、情報システム関連全般を担当、2023年1月から人事関連全般も担当
してまいりました。その経験と知見及び他社での長年のさまざまな経験を活かし、当社グループの経営管理及び
事業運営を的確、公正かつ効率的に遂行し、当社グループの企業価値向上を図ることができる人材と判断し、取
締役候補者としました。

現在の当社における地位及び担当
取締役専務執行役員
グループブランド管掌

候補者
番 号 4

あ お き ま さ み つ

青木 柾允 生年月日
（1969年４月21日生） 再 任

所有する当社株式の数 2,563,000株 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1993年４月 当社入社
2004年６月 アニヴェルセル㈱取締役副

社長
2008年４月 ㈱アニヴェルセルHOLDINGS

取締役副社長
2010年６月 当社常務取締役

㈱アニヴェルセルHOLDINGS
代表取締役社長（現任）

2017年４月 アニヴェルセル㈱取締役会長
2020年６月 当社グループブランディン

グ担当
2022年６月 当社専務取締役
2023年６月 当社取締役専務執行役員

グループブランド管掌（現任）

重要な兼職の状況
㈱アニヴェルセルHOLDINGS代表取締役社長

取締役候補者とした理由
当社及びブライダル事業での業務経験を持ち、2010年の取締役就任以降もグループ会社の代表取締役を務めてま
いりました。その経験と知見を活かし、当社グループの経営管理及び事業運営を的確、公正かつ効率的に遂行し、
当社グループの企業価値向上を図ることができる人材と判断し、取締役候補者としました。
その他取締役候補者に関する特記事項

候補者は㈱アニヴェルセルHOLDINGSの代表取締役であり、同社は当社の議決権の38.6％を保有するその他の関
係会社です。
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現在の当社における地位及び担当
取締役専務執行役員
グループ総務・コンプライアンス管掌

候補者
番 号 5

な げ も と け い た

投元 谿太 生年月日
（1961年５月26日生） 再 任

所有する当社株式の数 20,500株 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1985年４月 当社入社
2007年６月 当社執行役員

経営戦略企画室長
2010年10月 アニヴェルセル㈱取締役
2016年９月 当社執行役員社長室長
2017年４月 当社常務執行役員
2019年 6 月 当社常務取締役グループ戦

略担当兼社長室長

2020年６月 アニヴェルセル㈱代表取締
役会長

2022年６月 当社専務取締役グループ戦
略担当兼社長室長

2022年11月 当社専務取締役グループ戦
略・コンプライアンス担当

2023年６月 当社取締役専務執行役員
グループ総務・コンプライ
アンス管掌（現任）

取締役候補者とした理由
営業、経営戦略、広報、社長室の他、ブライダル事業などの幅広い業務経験を有し、2019年の取締役就任後は経
営戦略及び社長室を担当してまいりました。これらの経験と知見を活かし、当社グループの経営管理及び事業運
営を的確、公正かつ効率的に遂行し、当社グループの企業価値向上を図ることができる人材と判断し、取締役候
補者としました。

現在の当社における地位及び担当
取締役執行役員
グループ人事管掌
指名・報酬委員会委員

候補者
番 号 6

か わ ぐ ち よ し こ

川口 佳子 生年月日
（1961年11月３日生） 再 任

所有する当社株式の数 5,500株 取締役会への出席状況 9回／9回（100％）

略歴
1985年４月 ㈱福武書店（現 ㈱ベネッ

セコーポレーション）入社
2008年４月 ㈱東京個別指導学院出向

人財本部副本部長
2011年３月 ㈱ベルリッツ・ジャパン出向

サービス開発室室長
2013年４月 ㈱サマンサタバサジャパン

リミテッド入社人事企画部長

2016年６月 同社執行役員
2019年５月 ㈱THEグローバル社入社人

事部長
2022年９月 当社入社執行役員グループ

人事担当
2023年６月 当社取締役執行役員グルー

プ人事管掌（現任）

取締役候補者とした理由
他社での人事関連業務の経験が長く、新規事業の基盤強化の実績もあり、また当社グループの新しい人事制度の
構築、女性活躍のリーダーとして率先して業務を行ってまいりました。これらの経験と知見を活かし、当社グル
ープの経営管理及び事業運営を的確、公正かつ効率的に遂行し、当社グループの企業価値向上を図ることができ
る人材として、取締役候補者としました。
（注）取締役候補者の戸籍上の氏名は、鈴木佳子です。
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現在の当社における地位及び担当
取締役
指名・報酬委員会委員

候補者
番 号 7

お は ら よ う こ

尾原 蓉子 生年月日
（1938年10月７日生） 再 任 社 外 独 立

所有する当社株式の数 ― 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1962年４月 旭化成工業（現 旭化成㈱）

入社
1994年６月 ㈱旭リサーチセンター取締

役
1999年３月 (財)ファッション産業人材

育成機構
ＩＦＩビジネス・スクール
学長

2000年３月 エイボン・プロダクツ㈱取
締役

2008年５月 ㈱良品計画取締役
2009年４月 (財)ファッション産業人材

育成機構
ＩＦＩビジネス・スクール
名誉学長

2015年６月 当社取締役（現任）
2018年７月 (一社)ウィメンズ・エンパ

ワメント・イン・ファッシ
ョン創設者・名誉会長

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
長年にわたる会社経営などの経験に基づき、客観的視点で、独立的な立場から業務執行の監督を担う取締役とし
て選任をお願いするものです。また、ファッション・ビジネスでの50年以上の体験・流通の変革に関する提言活
動、ファッション業界に関する豊富な知識と経験を活かし、日頃から当社の経営の監督、適切な助言をいただい
ております。引き続き当社グループ経営の監督、助言いただくことを期待し、社外取締役候補者としました。

現在の当社における地位及び担当
取締役
指名・報酬委員会委員長

候補者
番 号 8

た か は し み つ お

髙橋 光夫 生年月日
（1955年３月10日生） 再 任 社 外 独 立

所有する当社株式の数 35,000株 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1977年４月 当社入社
1990年６月 当社取締役
1997年６月 当社取締役退任
1997年７月 ㈱ドン・キホーテ（現 ㈱

パン・パシフィック・イン
ターナショナルホールディ
ングス）入社 管理本部長

1997年９月 同社取締役
2005年９月 同社専務取締役CFO
2019年９月 同社専務執行役員CFO
2020年10月 同社理事
2021年６月 当社取締役（現任）

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
当社ファッション事業及び他社における経営陣としての豊富な経験と高い識見を有しており、客観的視点で、独
立的な立場から業務執行の監督を担う取締役として選任をお願いするものです。また、他社における幅広い経験
を活かし、日頃から当社の経営の監督、適切な助言をいただいております。引き続き当社グループ経営の監督、
助言いただくことを期待し、社外取締役候補者としました。
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現在の当社における地位及び担当
取締役

候補者
番 号 9

な か む ら え い い ち

中村 英一 生年月日
（1956年１月17日生） 再 任 社 外 独 立

所有する当社株式の数 ― 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
1979年４月 伊藤萬㈱（現 日鉄物産㈱）

入社
2005年４月 同社執行役員メンズ衣料第

二部長
2010年４月 同社常務執行役員中国総代

表
2015年６月 同社取締役常務執行役員
2018年４月 同社取締役専務執行役員

2020年６月 同社顧問
2021年６月 同社顧問退任
2022年６月 当社取締役（現任）
2023年３月 ㈱バロックジャパンリミテ

ッドSCM改革タスクフォー
ス長

2023年５月 同社取締役副社長
2024年５月 同社副社長社長補佐生産統

括本部長（現任）
重要な兼職の状況
㈱バロックジャパンリミテッド副社長 社長補佐 生産統括本部長

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
衣料業界や他社における経営陣としての豊富な経験と高い識見を有しており、客観的視点で、独立的な立場から
業務執行の監督を担う取締役として選任をお願いするものです。また、他社における幅広い経験を活かし、日頃
から当社の経営の監督、適切な助言をいただいております。引き続き当社グループ経営の監督、助言いただくこ
とを期待し、社外取締役候補者としました。

現在の当社における地位及び担当
取締役

候補者
番 号 10

す が の そ の こ

菅野 園子 生年月日
（1978年11月26日生） 再 任 社 外

所有する当社株式の数 ― 取締役会への出席状況 14回／14回（100％）

略歴
2004年10月 弁護士登録
2004年10月 東京合同法律事務所入所

2010年４月 豊中総合法律事務所入所
（現在）

2022年６月 当社取締役（現任）
重要な兼職の状況
豊中総合法律事務所 弁護士

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
弁護士としての経験を重ね、豊富な法律知識と幅広い識見を有しており、社外取締役として職務を適切に遂行し
ていただけるものと判断しております。直接会社経営に関与した経験はありませんが、弁護士としての経験と知
識を活かし、日頃から当社の経営の監督、適切な助言をいただいております。引き続き当社グループ経営の監督、
助言いただくことを期待し、社外取締役候補者としました。
（注）取締役候補者の戸籍上の氏名は、森 園子です。
■ 候補者の選任方針と決定手続き

候補者については、取締役会全体としての知識・経験・能力のバランスを考慮し、個人的にも専門性
や企業倫理を有し的確かつ迅速な意思決定ができること、また、経営理念を追求し続けられることを基
準に選任、指名しております。手続きについては、指名・報酬委員会への諮問・答申を受け取締役会で
決議しております。
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スキル・マトリックス

氏 名 性別 現役職
特に専門性を発揮できる分野及び経験

経営全般 マーケティング・営業
業界知見

ＩＴ
デジタル 財務・会計 法務

青木 彰宏 男性 代表取締役会長 ● ●

田村 春生 男性 代表取締役社長 ● ●

照井 則男 男性 取締役副社長執行役員 ● ●

青木 柾允 男性 取締役専務執行役員 ● ●

投元 谿太 男性 取締役専務執行役員 ● ●

川口 佳子 女性 取締役執行役員
指名・報酬委員会委員 ●

尾原 蓉子 女性 取締役
指名・報酬委員会委員 ●

髙橋 光夫 男性 取締役
指名・報酬委員会委員長 ● ●

中村 英一 男性 取締役 ● ●

菅野 園子 女性 取締役 ●

峯村 光治 男性 取締役常勤監査等委員 ●

上平 洋輔 男性 取締役監査等委員 ●

金井 暁 男性 取締役監査等委員 ●
（注）上記は、特に専門性を発揮できる分野及び経験をお示しするものであり、対象者のすべて

の知見を表すものではございません。

以 上
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事業報告

13

（2023年４月１日から2024年３月31日まで）

当社グループの現況
（1）財産及び損益の状況

区分 第45期
2021年３月期

第46期
2022年３月期

第47期
2023年３月期

第48期
(当連結会計年度)
2024年３月期

売上高（百万円） 143,169 154,916 176,170 187,716
営業利益又は営業損失(△)(百万円) △5,793 5,443 10,235 13,860
経常利益又は経常損失(△)(百万円) △6,606 4,360 8,430 13,235
親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失(△)(百万円) △11,931 2,563 5,632 7,574
１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失(△)（円） △140.77 30.21 66.34 90.03
総資産（百万円） 237,260 233,008 233,416 236,327
純資産（百万円） 125,850 127,641 132,251 137,056
１株当たり純資産額（円） 1,479.87 1,496.80 1,554.37 1,627.63
１株当たり配当金（円） 10.00 10.00 20.00 50.00
（注）1. １株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失は期中平均発行済株式総数から期中平均自己株式数を控除した

株式数により算出しております。また、１株当たり純資産額は期末発行済株式総数から期末自己株式数を控除し
た株式数により算出しております。

2. 第46期の売上高は、新型コロナウイルス感染症による経済活動がやや緩和されたこと等により、売上高、営業利
益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は増加いたしました。

3. 第47期の売上高は、新型コロナウイルス感染症に対する行動制限が徐々に緩和されたこと等により、売上高、営
業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は増加いたしました。

4. 第48期（当連結会計年度）の状況につきましては、後記「（2）事業の経過及び成果」に記載のとおりです。な
お、第46期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を適用しており、
第46期以降の財産及び損益の状況については、当該会計基準等を適用した後の数値を記載しております。



売上高

1,877億16百万円 前年同期比
6.6%増（ ）
前年同期比
35.4%増（ ）
前年同期比
57.0%増（ ）
前年同期比
34.5%増（ ）

営業利益

138億60百万円
経常利益

132億35百万円
親会社株主に帰属する当期純利益

75億74百万円

AOKIグループ体制図

ファッション事業 アニヴェルセル・ブライダル事業エンターテイメント事業

リード＆サポート（グループ戦略構築、各事業支援）
新規事業の創出・育成 ／ 社会貢献活動などCSRの推進

（株）AOKIホールディングス

（株）AOKI アニヴェルセル（株）（株）快活フロンティア
（株）ランシステム

あなたのスタイリストストア
「AOKI」

ウエディング
「アニヴェルセル」

カフェ
「アニヴェルセル カフェ」

カラオケ
「コート・ダジュール」

ビジネス・ビジカジの
スタイリングストア
「ORIHICA」

シェアリングスペース
「快活CLUB」

24時間フィットネス
「FiT24」

「スペースクリエイト
自遊空間」
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（2）事業の経過及び成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、社

会経済活動の正常化が進み雇用や所得環境の
改善を背景に個人消費が堅調に推移したこと
等により、緩やかな回復基調で推移いたしま
した。一方、不安定な海外情勢の長期化、エ
ネルギーコストや円安による原材料価格の高
騰による物価上昇の影響及び人手不足の深刻
化等が懸念され、先行きは不透明な状況が続
いております。このような環境のなかで、当
社グループは各事業において市場環境やライ
フスタイルの変化に対応した新商品やサービ
スを継続的に提供いたしました。これらの諸
施策により、

当連結会計年度の業績は、

と増収増益になりました。



　主に郊外のロードサイドにチェーンストア方式で紳士服及び婦人服、服飾品並びにファッシ
ョン商品を販売する小売専門店「ＡＯＫＩ」、20代から40代のメンズ及びレディースをター
ゲットに、ビジネス＆ビジカジの新たなスタイリングを提案する「ＯＲＩＨＩＣＡ」を展開し
ております。

ファッション事業

売上高

1,000億38百万円
（前年同期比5.8%増）

営業利益

80億82百万円
（前年同期比21.3%増）

期末店舗数

593店舗
（前期末596店舗） 第48期

■ 売上高
■ 営業利益

売上高構成比

52.1％

（億円）

第47期

945

66

1,000

80

事業報告

15

ファッション事業のＡＯＫＩでは、新入学、入社を迎えるフレッシャーズの皆様に向け、さま
ざまなキャンペーンキャラクターを起用した「フレッシャーズ応援フェア」を開催し、大変ご好
評をいただきました。商品面では、累計販売着数が47万着を超え好調に推移しているパジャマス
ーツシリーズのラインナップを強化するとともに、スーツ専門店の強みを活かし、ビジネスシー
ンでも着用可能なスポーツミックススタイル「スポーティーカジュアル」を新たに展開いたしま
した。また、ＯＲＩＨＩＣＡでは、RFID（ICタグを非接触で読み書きするシステム）を全店舗に
導入し接客サービスの向上と業務の効率化を図るとともに、次世代のスーツ「THE THIRD
SUITS（サードスーツ）」シリーズからスポーツ感覚のビジカジウェア「BIZSPO」の展開や入卒
園式などの “ハレの日” に特化した商品を提案する期間限定店舗をオープンいたしました。店舗
面では、ＡＯＫＩで業態転換を含む５店舗及びＯＲＩＨＩＣＡで１店舗を新規出店した一方、営
業効率の改善や業態転換のためＡＯＫＩで４店舗及びＯＲＩＨＩＣＡで５店舗を閉鎖した結果、
期末店舗数は593店舗（前期末596店舗）となりました。
これらの諸施策の実施並びに客単価の上昇等により既存店が堅調に推移したこと及び２月後半

から３月にかけてフレッシャーズ商戦が好調だったこと等により、売上高は1,000億38百万円
（前年同期比5.8％増）、営業利益は80億82百万円（前年同期比21.3％増）と増収増益になりまし
た。



　「オンを楽しむ、オフを楽しむ、みんなの生きがいでありたい」をコンセプトに、時代のニ
ーズに合わせたさまざまな “コト” を楽しむ空間とサービスをご提供する「快活ＣＬＵＢ」、「コ
ート・ダジュール」、「ＦｉＴ２４」、「自遊空間」を展開しております。

エンターテイメント事業

54

755

売上高

755億45百万円
（前年同期比6.6%増）

営業利益

54億54百万円
（前年同期比71.4%増）

期末店舗数

784店舗
（前期末810店舗） 第48期

■ 売上高
■ 営業利益

売上高構成比

39.4％

（億円）

第47期

31

708
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複合カフェの快活ＣＬＵＢでは、全席鍵付完全個室店舗の拡大やより快適にご利用いただくた
めの店内改装を実施するとともに、あんかけスパゲティ発祥の店「スパゲティ・ハウスヨコイ」
等、有名飲食店やメーカーとの期間限定タイアップメニューを提供いたしました。カラオケのコ
ート・ダジュールでは、お得な「春の新生活応援キャンペーン」や「ベイブレードエックスの無
料貸し出し」など各種キャンペーンを実施いたしました。24時間営業のセルフ型フィットネスジ
ムＦｉＴ24では、インドアゴルフの導入を継続するとともに「紹介割」等のお得なキャンペーン
を実施いたしました。店舗面では、快活ＣＬＵＢで7店舗及びＦｉＴ24で6店舗を新規出店した
一方、営業効率改善のため快活ＣＬＵＢで15店舗、コート・ダジュールで7店舗及びＦｉＴ24で
3店舗を閉鎖した結果、ランシステムの複合カフェ自遊空間他92店舗（内フランチャイズ53店
舗）を含め、期末店舗数は784店舗（前期末810店舗）となりました。
これらの諸施策の実施及び既存店が堅調に推移した結果、売上高は755億45百万円（前年同期

比6.6％増)、営業利益は54億54百万円（前年同期比71.4％増）と増収増益になりました。



　結婚式を通じて感動とうっとりするサービスをご提供するゲストハウススタイルの挙式披露
宴施設を展開しております。また、アニヴェルセル 表参道は、記念日をコンセプトに誕生し
チャペルやパーティースペースのほか、パリスタイルのカフェを併設しております。

アニヴェルセル・ブライダル事業

■ 売上高
■ 営業利益

（億円）

102

0

売上高

102億59百万円
（前年同期比 9.0％増）

営業利益

57百万円
（前年同期比 85.0％減）

期末店舗数

10店舗
（前期末10店舗） 第48期

売上高構成比

5.3％

第47期

94

3
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アニヴェルセル・ブライダル事業では、市場の回復に合わせた販売促進施策の見直しを図り、
受注活動に注力いたしました。リニューアルオープン後の表参道店においては、高級ブランド企
業等のイベントやパーティのご利用が増加し、また、アニヴェルセルカフェでは、バレンタイン
期間にアニヴェルセルショコラの販売や限定メニューを提供いたしました。
これらの結果、売上高は102億59百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益は57百万円（前年

同期比85.0％減）となりました。



売上高 60億51百万円（前年同期比25.9%増）

営業利益13億12百万円（前年同期比75.7%増）
第48期

■ 売上高
■ 営業利益

不動産賃貸事業
　比較的大型物件を賃借又は取得し、当社グループ内外へ賃貸並びに当社グループの閉店店舗
及び営業店舗の一部を賃貸しております。

売上高構成比

3.2％

（億円）

第47期

48

7

60

13

12,881

6,189

第48期

設備投資額（百万円）

第47期
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不動産賃貸事業では、当社グループ外への賃貸を実施したこと等により、売上高は60億51百
万円（前年同期比25.9％増）、営業利益は13億12百万円（前年同期比75.7％増）となりました。

（3）設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資は、総額128億

81百万円となりました。その主たるものは、
ファッション事業で6店舗及びエンターテイ
メント事業の快活ＣＬＵＢで7店舗、ＦｉＴ
24で6店舗の新規出店並びに各事業における
改装に係るものです。

（4）資金調達の状況
当連結会計年度において、設備投資の資金として長期借入れを60億円実施いたしました。
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（5）対処すべき課題
今後の見通しにつきましては、エネルギーコストや原材料価格及びそれらによる物価上昇

の影響等、先行きは不透明な状況が続くものと思われます。このような環境のなかで、引き
続き市場環境やライフスタイルの変化に対応した商品及びサービスの提供を行い、それぞれ
の事業において新たな価値の創造を継続するとともに、各事業間におけるシナジーを高めグ
ループとしての企業価値の向上を図ってまいります。
ファッション事業では、LIFE & WORK STYLE（ライフ＆ワークスタイル）のＡＯＫ

Ｉ・ＯＲＩＨＩＣＡとして、お客様のニーズに合わせた商品開発と拡充に注力するととも
に、システムを活用しお客様の利便性向上や業務効率の改善並びに引き続き遊休スペースの
有効活用を推進することで営業効率の改善を図ってまいります。新規出店は、ＡＯＫＩとＯ
ＲＩＨＩＣＡあわせて20店舗を予定しております。
エンターテイメント事業は、さまざまなシーンに合わせたコンテンツや新サービスの導入

と各種キャンペーンの実施によりお客様層の拡大を図るとともに、引き続き省人化の推進に
よる店舗オペレーションの効率化に注力してまいります。新規出店は快活ＣＬＵＢとＦｉＴ
24あわせて22店舗を予定しております。
アニヴェルセル・ブライダル事業は、受注強化施策の実行及び旗艦店として表参道店とみ

なとみらい横浜店の磨き上げを行うとともに、店舗オペレーションの標準化と効率化を推進
し、営業効率の改善を図ってまいります。
以上の課題を確実に実施し、業績の向上に全力を挙げて邁進してまいります。
株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のあたたかいご支援とご鞭撻を賜ります

よう、心からお願い申しあげます。

（６）中期経営計画
当社は2024年５月に、2026年度を最終年度とする３か年の中期経営計画を策定し、初め

て対外公表いたしました。今回の中期経営計画期間にあたる３年間は、人財・店舗網・ＩＴ
インフラ・顧客データ等に関するグループシナジーを発揮しつつ、これまでの事業モデルの
見直しを図り、同時に10年先を見据えた事業ポートフォリオ構築に向け、新たな事業を視野
に入れる重要な期間であると認識しております。ここに掲げる目標数値やＥＳＧの取り組み
については、３年後の目標というだけではなく、その先を見据えたものとしております。こ
れからも、すべてのステークホルダーの皆様の「喜びを創造するＡＯＫＩグループ」とし
て、新たなステージに向け目標達成に取り組んでまいります。
① 中期経営計画コンセプト「ＲＩＳＩＮＧ2026」

経営体制の変化・ガバナンス強化に向き合うことを機に、改めて当社をとりまく外部環境
等の変化を再認識しました。今回の中期経営計画の期間においては、既存事業モデルの見直
しを図り、ＡＯＫＩグループ一丸となって、次世代、10年先に向けた成長に資する事業展開
を目指してまいります。
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② 事業環境分析と今後のテーマ
当社をとりまく事業環境を分析した結果、将来の成長のために「デジタル」「グリーン

（環境）」「ダイバーシティ」における事業環境の変化に対応した “サービスプロフィットチ
ェーン（従業員満足・顧客満足・企業収益の３つが良い循環を作ることを目指したモデル）”
の構築が急務であると判断し、各事業において今後のテーマを定めました。
具体的には、ファッション事業は、ビジネススタイル・ニーズ多様化に対応した業態再構

築。エンターテイメント事業は、客層拡大に向けた各事業の進化とＤＸ進行による効率化の
推進。アニヴェルセル・ブライダル事業は、ウェディングを軸に既存アセット（施設・ノウ
ハウ）を活用した事業領域の拡大です。各事業戦略の詳細は、当社ホームページをご参照く
ださい。
③ 連結業績計画・目標とする経営指標

年10％前後の利益成長で３年後営業利益180億円を目標とし、さらに各事業の見直しと新
規事業開発を行い、10年後の営業利益300億円達成を目指します。
2026年度目標
売上高 2,000億円 ＲＯＥ ７.0％
営業利益 180億円 ＥＰＳ 120円
営業利益率 9.0％ ＰＢＲ 1.0倍
ＲＯＩＣ 6.7％ グループ総店舗数 1,434店舗

④ ＥＳＧ経営の強化
ＡＯＫＩグループでは、「“喜び” のイノベーションで、よりよい未来を」をテーマにサス

テナビリティビジョンを掲げ、2030年度に向けたマテリアリティとＫＰＩ・目標数値を定
め、今後もＥＳＧ経営を強化し推進してまいります。
「Ｅ（環境）」は、地球環境との関わりを重要テーマとして環境課題に対応してまいりま

す。具体的には、ＡＯＫＩウール・エコ・サイクルで回収したスーツからウールエコシュー
ズの開発など、商品・サービスを通じた新たな価値を提供してまいります。
「Ｓ（社会）」は、Ｄ＆Ｉ（ダイバーシティ&インクルージョン）の推進による女性活躍の

取り組みや労働環境の整備・向上、従業員満足度の向上などの人財価値。文化活動、スポー
ツ協賛及び地域貢献の推進、人権を尊重したサプライチェーンの構築などの社会価値。両方
の価値を高める活動を推進し企業価値向上を目指してまいります。
「Ｇ（ガバナンス）」は、取締役会による監督の強化や指名・報酬委員会の権限強化、内

部統制・コンプライアンス体制の強化を行い、より健全な経営体制を推進するとともに盤石
なガバナンス体制の構築を継続してまいります。

今後も事業活動を通じた取り組みをさらに推進し、当社グループの中長期的価値を向上さ
せるとともに、社会全体の持続的成長に貢献してまいります。
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（７）重要な子会社の状況
① 重要な子会社の状況

会社名 資本金
（百万円）

当社の出資比率
（％） 主要な事業内容

㈱ＡＯＫＩ 100 100.0 紳士服、婦人服及び服飾品並びに
ファッション商品の企画販売

㈱快活フロンティア 100 100.0 複合カフェ、カラオケルーム、フ
ィットネスジム等の施設の運営

アニヴェルセル㈱ 100 100.0 結婚式場の運営

㈱ランシステム 100 57.1 複合カフェ等の施設の運営

（注）出資比率は自己株式を控除して計算しております。

② 事業年度末日における特定完全子会社の状況

会社名 住所 帳簿価額の合計額 当社の総資産額

㈱ＡＯＫＩ 神奈川県横浜市都筑区葛が谷6番56号 57,262百万円 163,755百万円



 甲信越・北陸

AOKI 55
ORIHICA 2
快活CLUB 34
コート・ダジュール 19
FiT24 7
自遊空間 1

自遊空間 4

自遊空間 1 自遊空間 0 自遊空間 0

自遊空間 24

自遊空間 7

 近畿

AOKI 56
ORIHICA 24
快活CLUB 75
コート・ダジュール 6
FiT24 7

 九州・沖縄

AOKI 34
ORIHICA 0
快活CLUB 48
コート・ダジュール 2

アニヴェルセル 0

FiT24 14

 北海道・東北

AOKI 44
ORIHICA 5
快活CLUB 51
コート・ダジュール 8

アニヴェルセル 0

FiT24 18

店舗数合計 1,332 店舗

 関東

AOKI 216
ORIHICA 49
快活CLUB 172
コート・ダジュール 45

アニヴェルセル 6

FiT24 54

 東海

AOKI 89
ORIHICA 14
快活CLUB 66
コート・ダジュール 8

アニヴェルセル 1

FiT24 10

 中国・四国

AOKI 4
ORIHICA 1
快活CLUB 39
コート・ダジュール 2

アニヴェルセル 0

FiT24 7

アニヴェルセル 1

アニヴェルセル 2
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（８）主要な事業所及び店舗数（2024年３月31日現在）

（注）自遊空間の店舗数からはフランチャイズ店舗を除いております。
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（９）従業員の状況（2024年３月31日現在）
① 当社グループの従業員の状況

事業区分 従業員数（名） 前連結会計年度末比増減（名）
ファッション事業 1,749（ 1,718） 39（ 138）
エンターテイメント事業 698（ 4,161） 47（ △107）
アニヴェルセル・ブライダル事業 428（ 185） 71（ 13）
全社（共通） 139（ 63） △110（ 8）

合計 3,014（ 6,127） 47（ 52）
（注）1. 従業員数は、就業員数を記載しております。

2. 上記従業員数の（外書）は、契約社員及びパート・アルバイト社員（１日８時間換算）
の年間平均雇用人数です。

3. 不動産賃貸事業の従業員数は、全社（共通）に含めて記載しております。
4. 全社（共通）として記載されている従業員数は、特定の事業に区分できない管理部門

等に所属しております。

② 当社の従業員の状況
従業員数（名） 前事業年度末比増減（名） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年）

139（63） △110（8） 42.8 7.2
（注）1. 従業員数は、就業員数を記載しております。

2. 上記従業員数の（外書）は、契約社員及びパート・アルバイト社員（１日８時間換算）
の年間平均雇用人数です。

3. 従業員数が110名減少した主な理由は、人事施策の変更によるものです。
4. 従業員は、管理部門等に所属しております。

（10）主要な借入先の状況（2024年３月31日現在）
借入先 借入残高（百万円）

㈱横浜銀行 8,664
㈱三井住友銀行 7,034
㈱三菱ＵＦＪ銀行 5,066
㈱八十二銀行 4,000
㈱りそな銀行 4,000
農林中央金庫 3,200
㈱みずほ銀行 2,745
㈱北陸銀行 2,666
㈱静岡銀行 1,650
（注）2024年３月末現在の借入残高が10億円を超える金融機関を記載しております。



■ 金融機関
9.07％

7,855 千株
15名

■ 金融商品取引業者
　 0.97％
　 844 千株
　 26 名

■ 個人・その他
　 33.72％
　 29,219 千株
　 40,906 名

■ 外国法人等
　 9.68％
　 8,385 千株
　 222 名

■ 国内法人
46.56％

40,344 千株
334名

株式数比率

所有者別株式分布状況
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株式の状況（2024年3月31日現在）

（1）発行可能株式総数 133,679,900株

（2）発行済株式の総数 86,649,504株
(自己株式2,626,986株含む。)

（3）単元株式数 100株

（4）株主数 41,503名

（5）大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
㈱アニヴェルセルHOLDINGS 32,415 38.57
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 5,540 6.59
㈱トレイデアーリ 4,300 5.11
青木彰宏 2,587 3.07
青木柾允 2,563 3.05
AOKIホールディングス従業員持株会 1,961 2.33
AOKIホールディングス取引先持株会 1,868 2.22
青木寶久 1,846 2.19
青木擴憲 1,843 2.19
㈱日本カストディ銀行（信託口） 1,699 2.02
（注）1. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

2. 日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口）及び㈱日本カストディ銀行（信託口）の
持株数は、すべて信託業務に係るものです。

（6）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
当事業年度中に交付した株式報酬の内容は次のとおりです。

・取締役、その他の役員に交付した株式の区分別合計
区分 株式数 交付対象者数

取締役（監査等委員である取締役
及び社外取締役を除く。） 58,600株 6名
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会社役員の状況
（1）取締役の状況（2024年３月31日現在）

氏名 地位 担当及び重要な兼職の状況
青 木 彰 宏 代表取締役会長 ㈱アニヴェルセルHOLDINGS取締役副社長
田 村 春 生 代表取締役社長
照 井 則 男 取締役副社長執行役員 グループ事業戦略・システム管掌

青 木 柾 允 取締役専務執行役員 グループブランド管掌
㈱アニヴェルセルHOLDINGS代表取締役社長

投 元 谿 太 取締役専務執行役員 グループ総務・コンプライアンス管掌
川 口 佳 子 取締役執行役員 グループ人事管掌 指名・報酬委員会委員
尾 原 蓉 子 取締役 社 外 独 立 指名・報酬委員会委員
髙 橋 光 夫 取締役 社 外 独 立 指名・報酬委員会委員長
中 村 英 一 取締役 社 外 独 立 (株)バロックジャパンリミテッド

取締役副社長
菅 野 園 子 取締役 社 外 豊中総合法律事務所 弁護士

峯 村 光 治 取締役
（監査等委員）

上 平 洋 輔 取締役
（監査等委員） 社 外 独 立

金 井 暁 取締役
（監査等委員） 社 外 独 立 大知法律事務所 代表弁護士

（注）1. 取締役尾原蓉子、髙橋光夫、中村英一、菅野園子、上平洋輔及び金井 暁の各氏は、い
ずれも会社法第２条第15号に定める社外取締役です。また、尾原蓉子、髙橋光夫、中
村英一、上平洋輔及び金井 暁の各氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員とし
て指定し、同取引所に届け出ております。

2. 情報の収集及び重要な社内会議への出席並びに内部監査部門等と連携のため、峯村光
治氏を常勤の監査等委員として選定しております。

3. 監査等委員上平洋輔氏は、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
4. 川口佳子、峯村光治、上平洋輔、金井 暁の各氏は、2023年6月29日開催の第47回定

時株主総会において新たに選任され、就任いたしました。
5. 2023年6月29日開催の第47回定時株主総会終結の時をもって、清水 彰、東 英和の

各氏は任期満了により取締役を、栗田 宏、中村憲侍、渡邉一正、發知敏雄の各氏は
監査役をそれぞれ退任いたしました。
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（2）当事業年度に係る取締役の報酬等
① 取締役(監査等委員である取締役を除く。)の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関す

る事項
当社は、任意の指名・報酬委員会への諮問・答申を受け取締役会において、取締役の報

酬等の内容に係る決定方針を定めております。その概要について、当社の取締役の報酬は、
企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能するよう株主利益と連動
した報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際しては各職責を踏まえた適正な水準と
することを基本方針とします。具体的には、固定報酬としての基本報酬、業績連動報酬及
び株式報酬により構成し、社外取締役については、その職務に鑑み基本報酬のみを支払う
こととします。
基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数に応じて他社水準、当社の業

績、従業員給与の水準を考慮しながら、総合的に勘案して決定するものとします。
業績連動報酬等は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため業績指標（KPI）

を反映した現金報酬とし、各事業年度のグループ売上高及び営業利益の目標値に対する達
成度合いに応じて算出し、個人別評価を加味した額を賞与として毎年、一定の時期に支給
します。目標となる業績指標とその値は、事業年度の計画策定時に設定し、適宜、環境の
変化に応じて指名・報酬委員会の答申を踏まえた見直しを行うものとします。
非金銭報酬等について、譲渡制限付株式報酬は、その対象期間(支給基準期間)は、定時株

主総会の翌日から次期定時株主総会の日までの期間とし、支払時期は取締役会で定めるも
のとします。その基準額は報酬総額に一定の比率（20％）を乗じた額とし、その数は取締
役会決議の前日の東京証券取引所における当社普通株式の終値で除した数(単元未満の数は
切り上げ)とします。
取締役の種類別の報酬について、個人別の基本報酬は、当社と同程度の事業規模や関連

する業種・業態に属する企業の報酬水準を参考にしながら16ランクの報酬テーブルを設定
し、③の委任を受けた代表取締役社長が指名・報酬委員会の答申内容を踏まえて決定しま
す。業績連動報酬及び非金銭報酬は基本報酬をもとに、報酬総額における種類別の報酬金
額が一定の比率となるように設定します。業績指標（KPI）を100％達成した場合の報酬総
額を100とした場合の種類別の報酬は、基本報酬50、業績連動報酬（役員賞与）30、非金
銭報酬（株式報酬）20としております。
② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

取締役の報酬限度額は、以下のとおり株主総会で決議されております。

支給対象
取締役

(監査等委員である
取締役を除く)

取締役
(監査等委員である取締役
及び社外取締役を除く)

監査等委員である
取締役

報酬内容 金銭報酬
(基本報酬、賞与)

非金銭報酬
(譲渡制限付株式報酬)

金銭報酬
(基本報酬)

株主総会決議 2023年６月29日
第47回定時株主総会

2023年６月29日
第47回定時株主総会

2023年６月29日
第47回定時株主総会

決議内容の概要 上限額4億円
(年額)※1、※2

上限額1億50百万円
上限18万株(年額) 上限額1億円(年額)

対象となる役員の員数 当該総会後取締役10名
(うち社外取締役4名)

当該総会後取締役
6名

当該総会後取締役3名
(うち社外取締役２名)

※1 使用人分給与は含まれておりません。
2 うち、社外取締役の上限80百万円。
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③ 取締役(監査等委員である取締役を除く。)の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関
する事項
個人別の報酬額については取締役会決議に基づき、事業環境や当社の経営状況等を最も

熟知している代表取締役社長田村春生がその具体的内容について委任を受けるものとしま
す。その権限の内容は各取締役の基本報酬の決定とし、各人に適用される報酬テーブルの
ランクを選定して行います。取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使
されるよう、指名・報酬委員会に原案を諮問し答申を得るものとし、上記の委任を受けた
代表取締役社長は、当該答申の内容に従って決定をしなければならないこととします。従
って、個人別の報酬等の内容は当該決定方針に沿うものであると判断しております。

（3）取締役及び監査役の報酬等の総額

区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）固定報酬 業績連動

報酬(賞与)
譲渡制限付株
式報酬

取締役
（監査等委員及び
社外取締役を除く）

207 106 71 29 8

監査等委員である取締役
（社外取締役を除く） 12 12 ― ― 1

監査役
（社外監査役を除く） 5 5 ― ― 2

社外取締役
（監査等委員を除く） 28 28 ― ― 4

社外取締役
（監査等委員） 11 11 ― ― 2

社外監査役 1 1 ― ― 2
（注）1. 譲渡制限付株式報酬は、当事業年度中の費用計上額です。

2. 業績連動報酬に係る業績指標は、中期的目標のベースとなる売上高及び小売・サービ
ス業としての稼ぐ力である営業利益としており、2024年３月期の実績は計画に対し
て売上高は103.9％、営業利益は145.5％です。

（4）社外役員に関する事項
① 他の法人等との兼職状況（他の法人等の業務執行者である場合）及び当社と当該他の法

人等との関係
「（1）取締役の状況」に記載しております重要な兼職の状況につきまして、中村英一、菅
野園子及び金井 暁の各氏が兼務している他の法人等と当社との間には、重要な関係はあ
りません。

② 他の法人等の社外役員の兼職状況及び当社と当該他の法人等との関係
該当事項はありません。
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③ 当事業年度における主な活動状況
取締役会及び監査等委員会への出席状況

区分 氏名 出席状況 主な活動状況

取締役 尾 原 蓉 子 取締役会
100％（14回/14回）

当事業年度に開催された取締役会及び
指名・報酬委員会に出席し、会社経営
での経験から、経営の監視と健全な経
営のための適切な発言及び豊富な知識
と経験等から、特に女性活躍推進に関
する助言を行っております。

取締役 髙 橋 光 夫 取締役会
100％（14回/14回）

当事業年度に開催された取締役会及び
指名・報酬委員会に出席し、経営の監
視と健全な経営のための適切な発言及
び他社での経験等から、特にガバナン
ス及びコンプライアンスに関する助言
を行っております。

取締役 中 村 英 一 取締役会
100％（14回/14回）

当事業年度に開催された取締役会に出
席し、経営の監視と健全な経営のため
の適切な発言及び他社での経験等か
ら、特にサプライチェーンに関する助
言を行っております。

取締役 菅 野 園 子 取締役会
100％（14回/14回）

当事業年度に開催された取締役会に出
席し、経営の監視と健全な経営のため
の適切な発言及び弁護士としての豊富
な経験と幅広い知見を活かし、特にコ
ンプライアンスに関する助言を行って
おります。

取締役
（監査等委員） 上 平 洋 輔

取締役会
100 ％ （9 回 /9 回）
監査等委員会
100 ％ （9 回 /9 回）

就任後に開催された取締役会及び監査
等委員会に出席し、経営の監視と健全
な経営のための適切な発言及び公認会
計士としての豊富な経験と幅広い知見
を活かし、特に財務・会計に関する助
言を行っております。

取締役
（監査等委員） 金 井 暁

取締役会
100 ％ （9 回 /9 回）
監査等委員会
100 ％ （9 回 /9 回）

就任後に開催された取締役会及び監査
等委員会に出席し、経営の監視と健全
な経営のための適切な発言及び弁護士
としての豊富な経験と幅広い知見を活
かし、特にコンプライアンスに関する
助言を行っております。

（5）責任限定契約の内容の概要
当社は、各社外取締役との間で、会社法第427条第1項及び定款の規定に基づき、同法第

423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、500万円又は会社法第425条第1項に定める

額のいずれか高い額としております。
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役員等賠償責任保険契約に関する事項
（1）被保険者の範囲

当該役員等賠償責任保険契約の被保険者は当社取締役及び執行役員の他、当社子会社の取
締役、監査役及び執行役員です。

（2）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で

締結し、被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為に起因して損害賠償請求がな
されたことにより、被保険者が被る損害賠償金や争訟費用等を当該保険契約により填補する
こととしており、すべての被保険者について、その保険料を全額当社が負担しております。
なお、当該保険契約では、補填する額について限度額を設けること等により、被保険者の職
務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置を講じております。

会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

PwC Japan有限責任監査法人

（2）会計監査人の報酬等の額
区分 監査業務に基づく報酬（百万円） 非監査業務に基づく報酬（百万円）

当社 92 −

連結子会社 − −

計 92 −
（注）1. 会計監査人の報酬等に監査等委員会が同意した理由

当監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指
針」を踏まえ、監査計画における監査時間及び監査報酬の推移並びに過年度の監査計
画と実績の状況を確認し、報酬額の見積りの妥当性を検討した結果、会計監査人の報
酬等について、会社法第399条第１項の同意を行っております。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法
に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できません
ので、当社が支払うべき報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

（3）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その必要があると判断した

場合は、会計監査人の解任又は不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に基づ
き、当該議案を株主総会に提出いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当する

と認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき監査等委員会が、会計監査人を解任い
たします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主
総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
（1）業務の適正を確保するための体制

業務の適正を確保するための体制に関する決定内容の概要は以下のとおりです。
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

イ 当社グループの全役員・全従業員は、「社会性の追求」「公益性の追求」「公共性の追
求」の３つの経営理念に基づき、経営・業務活動を推進することを基本とする。

ロ 取締役会を毎月１回開催することに加え必要があるときは随時開催し、重要な業務執
行に関する意思決定を行うとともに、取締役の職務執行を監督する。

ハ 常勤の取締役で構成する経営会議を週次で開催し、子会社を含めた経営課題の検討や
報告を行う。

ニ 執行部門から独立した監査室により、業務運営の適正・有効性を検証する。
ホ「内部通報制度」の活用により、問題の早期発見と、適時適切な対応を行う。
ヘ グループ会社全てに適用する「グループコンプライアンス規程」を定め、当該規程に

基づきコンプライアンス委員会や弁護士も参加する法務相談会を定期的に開催するこ
とでコンプライアンス違反を未然に防止するとともに、グループ全役員・全従業員に
対する研修会を継続的に実施することでコンプライアンスの周知徹底を図る。

ト 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切の関係を遮断するととも
に、これら反社会的勢力に対しては、関係機関と緊密に連携し、事由の如何を問わ
ず、グループとして組織的に毅然とした姿勢をもって対応する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務の執行に係る情報は、「文書管理規程」や「取締役会規程」等の社内規程

に基づき適切に保存・管理する。
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

イ グループ会社全てに適用する「グループリスク管理規程」を定め、当該規程に基づき
リスクマネジメント兼情報セキュリティ委員会を設置し、組織目標の達成を阻害する
要因として想定されるリスクの分析と対応策について検討し、その体制を整備する。

ロ 自然災害等の緊急事態に備え、個別のマニュアルを作成し、訓練や緊急時対応の指針
とする。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ 定時取締役会を月１回、その他臨時取締役会を適宜開催するとともに、常勤の取締役

で構成する経営会議を週次で開催し、子会社を含めた経営課題の検討や報告を行う。
ロ 取締役会において取締役の業務分担を決定し、取締役の職務の執行が効率的に行われ

ることを確保する。
ハ 執行役員制度を導入し、経営の意思決定の迅速化を図る。
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⑤ 当社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ「社会性の追求」「公益性の追求」「公共性の追求」の３つの経営理念は、グループ会

社全てに適用する最も基本となる行動指針と位置付ける。
ロ グループ横断的な業務を管掌する取締役は、各社の業務について充分にその実態を把

握し適切な指示を与えるとともに、適宜社長や取締役会へ報告する。
ハ「経営会議規程」に基づき、各子会社の取締役会における重要決定事項は、週次で開

催する経営会議で報告を行う。
ニ 当社監査室は、グループ全体の内部監査を実施・確認し、業務の適正の確保に対する

検証を行う。
⑥ 監査等委員の職務を補助すべき使用人に関する事項、当該使用人の取締役からの独立性

に関する事項、当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
イ 監査等委員は、監査室の従業員に、監査業務に必要な事項を命令することができるも

のとする。
ロ 前号の従業員は、監査等委員からの監査業務に必要な命令に関し、取締役等の指示命

令を受けないものとし、監査業務の実効性を確保する。
ハ 前号イロに関する事項は、監査等委員会から取締役にその整備を要請する旨を「監査

等委員会監査等基準」に明記し、これを徹底する。
⑦ 当社及び子会社の取締役及び使用人等が監査等委員に報告するための体制、報告をした

ことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制
イ 監査等委員は、取締役会や経営会議その他重要な会議に出席し、あるいは会議議事録

やその他の資料を閲覧して、情報を共有化することができる。
ロ 監査室は、監査等委員へ内部監査の結果等の適切な報告を行い、緊密な連携を保つも

のとする。
ハ 監査等委員は、必要に応じ、当社及び子会社の取締役・執行役員・従業員並びに子会

社の監査役に対し、業務の報告を求めることができる。
ニ 当社グループの役員及び従業員は、法令等の違反行為等、当社グループに著しい損害

を及ぼすおそれのある事実について発見したときは、直ちに当社監査等委員に報告す
る。

ホ 当社グループは、「公益通報者保護に関する内部規程」で通報者に対して不利益な取
扱いを行わないことを規定している。

⑧ その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ 代表取締役と監査等委員との定期的な意見交換や、監査等委員と子会社監査役及び内

部監査部門との緊密な連携により監査等委員監査の実効性を高める。
ロ 監査等委員は、会計監査人と監査実施状況並びに当社及び子会社の監査に関する情

報・意見交換等を行うことにより緊密な連携を図り、効率的な監査等委員監査を実施
する。

ハ 監査等委員が、その職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還等の請求をした
ときは、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やか
に当該費用又は債務を処理する。
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（2）内部統制システムの運用状況
業務の適正を確保するための体制の当期における運用状況の概要は、以下のとおりです。

① コンプライアンス体制
法令違反や不正行為を未然に防止すること等を目的として、コンプライアンス委員会や

当該委員会が主催する弁護士を含めた法務相談会を定期的に実施しており、当期において
はコンプライアンス委員会を11回、法務相談会を12回、それぞれ開催いたしました。ま
た、内部通報制度は社内における周知を図ることで活用され、通報や相談内容に対して適
切な対応がなされております。

② リスク管理体制
組織目標の達成を阻害する要因として想定されるリスクの分析と対応方法を決定するこ

と等を目的としてリスクマネジメント兼情報セキュリティ委員会を定期的に開催しており
ます。当期においては12回開催し、グループ各社の状況やビジネス環境等を考慮しなが
ら、リスクとその対応について随時見直しを行っております。

③ 取締役の職務執行
当期において取締役会を14回開催し、法令及び定款に定められた事項及びその他経営に

関する重要事項の決議を行うとともに、月次での業績分析や評価を行っております。ま
た、社外取締役を６名選任しており、取締役会における議論に積極的に貢献するとの観点
から、情報交換と認識共有を図るため、社外取締役と代表取締役社長との意見交換会を必
要に応じ開催しております。なお、取締役の効率的な職務執行や迅速な経営の意思決定を
図ることを目的として、取締役の業務分担や執行役員制度を導入しております。

④ 内部監査の実施
監査室は、「内部監査規程」に基づき内部監査を実施しております。当期においては、

子会社の各店舗と当社及び子会社の本社に対してそれぞれ１回以上の監査を行い、その結
果について、定期的に取締役会及び監査等委員会に報告しております。

⑤ グループ管理体制
定期的に開催される経営会議において、各子会社の月次決算やその他の重要な事項が報

告されることで、各社の状況が把握できる体制となっております。また、監査室は当社及
び子会社の内部監査を実施することで内部統制の実施状況を把握しております。

⑥ 監査等委員の職務執行
監査等委員会は、社外監査等委員２名を含む３名から構成され、当期においては、９回

開催されており、常勤監査等委員からのグループ各社の状況に関する報告及び監査等委員
相互による意見交換等が行われております。また、監査等委員は取締役会や経営会議その
他の重要な会議に出席し、取締役や執行役員の職務の執行について監視をしております。

⑦ 監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査等委員は、代表取締役及び子会社の監査役、また、会計監査人及び監査室との定期

的な情報交換を行うことや、監査等委員業務の補助者として監査等委員会事務局を設置す
ること等により監査等委員監査の効率性・実効性を高めております。
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剰余金の配当等の決定に関する方針
（1）中長期的な方針

利益配分につきましては、経営の重点政策の１つとして認識しており、将来の事業展開、
財務体質の強化等を勘案し、配当については、前年実績以上を維持しつつ配当性向30％以上
を基本とすること、また、自己株式取得を含めた総還元性向については、特別な資金需要が
無いことを前提に50％以上を目指すことを基本方針としております。
剰余金の配当は、中間配当と期末配当の年２回行うことを基本としておりますが、その

他、基準日を定めて行うことができることとしております。また、株主総会の決議によらず
取締役会の決議によって剰余金の配当を行うことができる旨定款に定めております。
内部留保につきましては、今後の継続的な成長のため各事業の設備投資と顧客ニーズに応

える商品開発や情報システム投資のための資金需要に備えてまいります。
自己株式の取得、消却につきましては、投資計画や資金の状況、株価等を勘案し、機動的

に行う方針としております。

（2）当期及び次期の配当等
2024年３月期は、業績が予想を上回ったこと及び東京証券取引所の要請（資本コストや

株価を意識した経営の実現に向けた対応）も踏まえて総合的に検討した結果、上記利益還元
の方針を大きく上回る水準となりますが、当期末の利益配当につきましては、2024年５月
10日開催の取締役会決議により、１株当たり37円とさせていただきました。この結果、年
間配当金はすでにお支払いしております中間配当金の13円と合わせて、前期より30円増額
し50円となります。また、配当金の支払開始日（効力発生日）は2024年６月６日（木）と
させていただきました。次期の利益還元について、中期経営計画の株主還元目標に沿って、
普通配当として１株当たり中間配当金を15円、期末配当金を40円とし、年間配当金は５円
増額し55円を予定しております。
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連結貸借対照表（2024年３月31日現在）
（単位：百万円）

科目 第48期
2024年３月31日現在

（ご参考）第47期
2023年３月31日現在

（資産の部）
流動資産 81,800 78,836

現金及び預金 35,657 38,295

売掛金 15,442 13,114

棚卸資産 22,247 19,465

その他 8,496 8,015

貸倒引当金 △42 △54

固定資産 154,526 154,579

有形固定資産 111,042 109,299

建物及び構築物 64,406 63,898
機械、運搬具及び工具器具備品 10,327 8,406
土地 30,693 31,021

リース資産 5,437 5,619

建設仮勘定 176 352

無形固定資産 6,771 7,007

投資その他の資産 36,713 38,272

投資有価証券 2,199 2,249

差入保証金 6,446 6,628

敷金 18,873 19,013

繰延税金資産 7,785 8,687

その他 1,461 1,744
貸倒引当金 △52 △53

資産合計 236,327 233,416

科目 第48期
2024年３月31日現在

（ご参考）第47期
2023年３月31日現在

（負債の部）
流動負債 51,857 48,904
買掛金 18,713 17,963
１年内返済予定の長期借入金 9,842 10,647
リース債務 2,284 1,734
未払金 7,114 7,020
未払法人税等 2,106 2,012
契約負債 1,876 1,788
賞与引当金 3,790 3,349
役員賞与引当金 240 65
その他 5,889 4,322

固定負債 47,412 52,260
長期借入金 32,687 36,206
リース債務 3,402 4,111
退職給付に係る負債 607 895
資産除去債務 7,914 7,855
その他 2,800 3,190

負債合計 99,270 101,164
（純資産の部）
株主資本 135,645 131,022
資本金 23,282 23,282
資本剰余金 22,597 23,795
利益剰余金 92,813 87,434
自己株式 △3,047 △3,490
その他の包括利益累計額 1,111 947
その他有価証券評価差額金 741 682
退職給付に係る調整累計額 369 265

非支配株主持分 299 281
純資産合計 137,056 132,251
負債純資産合計 236,327 233,416
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連結損益計算書（2023年４月１日から2024年３月31日まで）
（単位：百万円）

科目 第48期
2023
2024

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで

（ご参考）第47期
2022
2023

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで

売上高 187,716 176,170
売上原価 110,786 106,614
売上総利益 76,929 69,556

販売費及び一般管理費 63,069 59,320
営業利益 13,860 10,235

営業外収益 329 404
受取利息 70 68
受取配当金 37 53
保険差益 49 37
その他 172 244

営業外費用 954 2,209
支払利息 286 362
固定資産除却損 94 996
特別調査費用等 − 264
店舗閉鎖損失 372 153
その他 200 431

経常利益 13,235 8,430
特別利益 1,003 1,324

固定資産売却益 28 97
投資有価証券売却益 154 231
関係会社株式売却益 320 −
受取解決金 500 −
新株予約権戻入益 − 738
雇用調整助成金等 − 257

特別損失 1,798 1,994
減損損失 1,798 1,973
投資有価証券売却損 − 21

税金等調整前当期純利益 12,441 7,760
法人税、住民税及び事業税 4,028 2,705
法人税等調整額 820 △440
法人税等合計 4,849 2,264
当期純利益 7,592 5,496
非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△） 17 △136
親会社株主に帰属する当期純利益 7,574 5,632
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連結株主資本等変動計算書（2023年４月１日から2024年３月31日まで）
（単位：百万円）

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本

合計
2023年４月１日期首残高 23,282 23,795 87,434 △3,490 131,022
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △2,196 △2,196
親会社株主に帰属する当期純利益 7,574 7,574
自己株式の取得 △877 △877
自己株式の処分 △32 155 123
自己株式の消却 △1,165 1,165 −
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 − △1,197 5,378 443 4,623
2024年３月31日 期末残高 23,282 22,597 92,813 △3,047 135,645

その他の包括利益累計額
非支配株主
持分

純資産合計その他有価証
券評価差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額
合計

2023年４月１日 期首残高 682 265 947 281 132,251
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △2,196
親会社株主に帰属する当期純利益 7,574
自己株式の取得 △877
自己株式の処分 123
自己株式の消却 −
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） 59 104 164 17 181

連結会計年度中の変動額合計 59 104 164 17 4,805
2024年３月31日 期末残高 741 369 1,111 299 137,056
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 5社
・連結子会社の名称 株式会社ＡＯＫＩ

株式会社快活フロンティア
アニヴェルセル株式会社
株式会社ランシステム
株式会社ランセカンド

なお、当連結会計年度において、連結子会社でありました株式会社ランウェルネスの全株
式を譲渡したため、連結の範囲から除外しております。
② 非連結子会社の状況
・非連結子会社の数 ２社
・非連結子会社の名称 AOKI HOLDINGS N.Y.INC.、他１社
・連結の範囲から除いた理由 非連結子会社２社はいずれも小規模であり、総資産、

売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金
（持分に見合う額）等は連結計算書類に重要な影響を及
ぼしていないため、連結の範囲から除いております。

（2）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社はありません。
② 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況
・非連結子会社の名称 AOKI HOLDINGS N.Y.INC.、他１社
・関連会社の名称 青木情報開発株式会社、他３社

③ 持分法を適用していない理由 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社
は、連結純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微で
あり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適
用から除外しております。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項
すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
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（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．有価証券
子会社株式 総平均法による原価法
その他有価証券
・市場価格のない株式等
以外のもの

時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価
は総平均法により算定）

・市場価格のない株式等 総平均法による原価法
ロ．棚卸資産
評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
・商品及び製品 個別法

ただし、一部の連結子会社では商品及び製品について移
動平均法

・原材料及び貯蔵品 最終仕入原価法
ただし、一部の連結子会社では原材料について総平均法

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）

定額法
なお、主な耐用年数は次のとおりです。
建物及び構築物 ８〜50年
機械、運搬具及び工具器具備品 ３〜17年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
ソフトウエア（自社利用分） 社内における利用可能期間（５年以内）に基づく

定額法
商標権 効果の発現する期間（10〜20年）に基づく定額法
のれん 効果の発現する期間（5年）に基づく定額法

ハ．リース資産
・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
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③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計
上しております。

ロ．賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

ハ．役員賞与引当金
役員の賞与の支給に備えるため、当連結会計年度における支給見込額を計上してお

ります。
④ 収益及び費用の計上基準
イ．顧客との契約に基づく収益

（ファッション事業）
ファッション事業は、紳士服、婦人服及び装飾品並びにファッション商品の販売を

主な事業とし、これらの商品の販売については商品の引渡時点において顧客が当該商
品に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、商品の引
渡時点で収益を認識しております。
取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は

含まれておりません。
（エンターテイメント事業）
エンターテイメント事業の複合カフェ、カラオケルームの運営については、これら

のサービスを提供する履行義務を負っており、サービスの完了時点において履行義務
が充足されると判断していることから、サービスの完了時点で収益を認識しておりま
す。
エンターテイメント事業のフィットネスジムについては、顧客に対して一定期間、

いつでも施設を利用できる状態を維持する履行義務を負っており、当該一定期間が経
過するにつれて履行義務が充足されるものと判断し、一定期間にわたり収益を計上し
ております。
エンターテイメント事業のうち株式会社ランシステムのシステム事業については、

システム等の販売、保守及び管理業務を提供しており、財の引き渡し又はサービス提
供の完了時点で履行義務が充足されると判断していることから、財の引き渡し又はサ
ービスの完了時点で収益を認識しております。
取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は

含まれておりません。
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（アニヴェルセル・ブライダル事業）
アニヴェルセル・ブライダル事業は、ゲストハウススタイルの挙式披露宴施設の運

営を主な事業とし、挙式披露宴に係るサービスを提供する履行義務を負っており、サ
ービスの完了時点において履行義務が充足されると判断していることから、サービス
の完了時点で収益を認識しております。
取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は

含まれておりません。
ロ．不動産賃貸に係る収益

不動産賃貸に係る収益については、賃貸借契約上の賃料等を収受すべき時に収益を
認識しております。

⑤ その他連結計算書類作成のための重要な事項
退職給付に係る会計処理の方法
退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末におけ

る見込額に基づき退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。
退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰

属させる方法については、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は発生年度の翌期から５年間で均等額を費用処理しております。
未認識数理計算上の差異については、税効果を調整のうえ、純資産の部におけるそ

の他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

２．表示方法の変更に関する注記
前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「保険差益」は、重要

性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。
前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「店舗閉鎖損失」は、

重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。



連結計算書類

42

３．会計上の見積りに関する注記
（1）店舗固定資産の減損

① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
(単位：百万円）

当連結会計年度
ファッション

事業
エンターテイメ
ント事業

アニヴェルセル・
ブライダル事業

セグメント別固定資産の期末
帳簿価額（減損損失計上後）※ 44,877 58,046 13,194

減損損失 273 1,180 ―
※店舗固定資産及び共用資産等を含みます。
② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

イ．見積りの算出方法
減損の兆候の把握、減損損失の認識及び測定は、各店舗の翌連結会計年度予算及び将

来キャッシュ・フローの見積りを使用しております。
資金生成単位は、各店舗を独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位として

おり、各店舗の営業損益が過去２か年連続してマイナスとなった場合、当年度がマイナ
スであり翌年度予算も継続してマイナスである場合及び店舗の固定資産の時価が著しく
下落した場合、あるいは店舗閉鎖の意思決定をした場合等に減損の兆候を把握しており
ます。減損の兆候が把握された各店舗については、将来キャッシュ・フローを見積り、
割引前将来キャッシュ・フローの合計が当該店舗の固定資産の帳簿価額を下回る場合に
は、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上
しております。回収可能価額は正味売却価額と使用価値のいずれか高い金額によってお
ります。
ロ．主要な仮定

将来キャッシュ・フローの見積りは、適切な権限を有する経営者の承認を得た事業計
画に基づく各店舗の将来の収益予測及び営業利益予測に基づいております。割引前将来
キャッシュ・フローの合計及び使用価値の算定にあたっては、各店舗の営業継続期間の
予測を20年又は契約更新ができない店舗は契約期間、あるいは退店予定までの期間と
しております。
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（ファッション事業）
ファッション事業は、開店初年度は初期費用がかかり通常営業損失になるため、減損

の兆候を把握する対象から除外しております。また、ライフスタイルの変化やビジネス
スタイルのカジュアル化等の影響によりビジネスモデルの進化が必要であると認識して
おります。将来の収益予測を見積るにあたり、翌連結会計年度以降の既存店売上高合計
は、当連結会計年度と比べ、99％から101％で推移するとの仮定を置いております。
（エンターテイメント事業）
エンターテイメント事業の顧客の数は認知度の向上とともに初年度から３年程度増加

する傾向があり、開店初年度は初期費用がかかり通常営業損失になるため減損の兆候を
把握する店舗から除外しております。将来の収益予測を見積るにあたり、翌連結会計年
度以降の既存店売上高合計（株式会社ランシステム及びその子会社を除く）は、当連結
会計年度と比べ、99％から100％（複合カフェで99％から100％、カラオケで100％
から101％、フィットネスで99％から100％）で推移するとの仮定を置いております。
（アニヴェルセル・ブライダル事業）
アニヴェルセル・ブライダル事業は、ウエディングスタイル（ファミリーウエディン

グやフォトウエディング）の変化が見られ施行組数や一組当たりの単価が変動してお
り、今後もウエディングスタイルの変化は継続するものと考えておりますが、コロナ禍
前に戻る動きも出ております。将来の収益予測を見積るにあたり、これらの変化により
施行組数及び一組単価はやや上昇すると仮定しており、翌連結会計年度以降の既存店の
施行組数は当連結会計年度と比べ100％から102％、一組単価は100％から104％との
仮定を置いております。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
市場環境の変化等により翌連結会計年度以降の収益予測及び営業利益予測の仮定が大き

く異なった場合には、翌連結会計年度の減損損失に影響を与える可能性があります。
当連結会計年度が開店初年度であるため、また、減損の兆候を把握したが将来の収益予

測及び営業利益予測により、減損損失を計上しなかった店舗の固定資産の帳簿価額は以下
のとおりです。

（単位：百万円）
当連結会計年度

ファッション
事業

エンターテイメ
ント事業

アニヴェルセル・
ブライダル事業

開店初年度であるため減損の兆候か
ら除外した店舗の固定資産帳簿価額 72 1,604 ―
減損の兆候を把握したが減損損失を
計上しなかった店舗の固定資産帳簿価額 2,801 ※10,856 2,068
※うち、複合カフェ8,269百万円、カラオケ934百万円、フィットネス1,652百万円
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（2）繰延税金資産の回収可能性
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

(単位：百万円）
当連結会計年度

繰延税金資産 7,785

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
イ．算出方法

当社及び連結子会社ごとに、将来加算一時差異の解消スケジュール、収益力に基づく
将来の課税所得及びタックス・プランニング等に基づいて、将来の税負担を軽減する効
果を有する範囲内で繰延税金資産を計上しております。将来の収益力に基づく当社及び
連結子会社の課税所得見込みは、適切な権限を有する経営者の承認を得た事業計画に基
づいております。
ロ．主要な仮定

当社及び各連結子会社が策定した事業計画には将来の需要動向や売上予測等の見積り
が含まれております。連結子会社における事業の主要な仮定の内容は、「（1）店舗固定資
産の減損」に記載しております。なお、連結子会社の事業計画には、翌期以降の出店計
画に伴う収益の見込みが含まれております。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
市場環境の変化等により翌連結会計年度以降の収益予測及び営業利益予測の仮定が大

きく異なった場合には、翌連結会計年度の繰延税金資産及び法人税等調整額の増減に影
響を与える可能性があります。
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４．連結貸借対照表に関する注記
（1）棚卸資産の内訳

商品及び製品 21,580百万円
原材料及び貯蔵品 666 〃

計 22,247百万円

（2）担保に供している資産及び担保に係る債務
担保に提供している資産は次のとおりです。
建物 49百万円
土地 648 〃

計 698百万円
なお、土地のうち284百万円は、店舗賃貸借契約に基づき担保に供されております。

担保付債務は次のとおりです。
長期借入金（1年内返済予定の長期借
入金を含む）

645百万円

計 645百万円

（3）有形固定資産の減価償却累計額 107,023百万円
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５．連結損益計算書に関する注記
減損損失
当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。
① 減損損失を認識した主な資産

用 途 種 類 場 所
営 業 店 舗 建物及び構築物、その他 富山県高岡市他
遊 休 資 産 等 土地、その他 神奈川県横浜市

② 減損損失の認識に至った経緯
立地環境の変化等により店舗の閉鎖や建替えが決定し又は損益が継続してマイナスとな

る営業店舗及び遊休状態となった資産等について、帳簿価額を回収可能価額まで減損し、
当該減少額を減損損失（1,798百万円）として特別損失に計上いたしました。

③ 減損損失の内訳
営業店舗1,513百万円（内、土地14百万円、建物及び構築物1,187百万円、その他

312百万円）及び遊休資産等285百万円（内、土地284百万円、その他0百万円）です。
④ 資産のグルーピングの方法

資産のグルーピングは原則として店舗単位で行っており、遊休資産については、個別資
産ごとにグルーピングを行っております。

⑤ 回収可能価額の算定方法
回収可能価額は、正味売却価額又は使用価値により測定しております。正味売却価額に

ついては不動産鑑定士による査定額を基準に評価し、使用価値については将来キャッシ
ュ・フローを4.9％から5.4％で割り引いて算出しております。
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６．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 86,649,504株
（2）剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額等
イ．2023年５月11日開催の取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 1,103百万円
・１株当たり配当額 13円
・基準日 2023年３月31日
・効力発生日 2023年６月８日

ロ．2023年11月9日開催の取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 1,092百万円
・１株当たり配当額 13円
・基準日 2023年９月30日
・効力発生日 2023年12月4日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度とな
るもの
2024年５月10日開催の取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 3,108百万円
・１株当たり配当額 37円
・基準日 2024年３月31日
・効力発生日 2024年６月6日
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７．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する注記

① 金融商品に対する取組方針
当社グループは、主にファッション、エンターテイメント、アニヴェルセル・ブライダ

ルの各事業を行うための設備投資資金並びに短期的な運転資金を主に銀行借入により調達
しております。デリバティブ取引については、投機的な取引は行わない方針です。

② 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク
営業債権である売掛金は、主にクレジットカード売上に係るものであり、相手先の信用

リスクがあります。投資有価証券は、主に上場企業の株式であり、市場価格の変動リスク
があります。また、差入保証金及び敷金は、各事業の新規出店に伴い発生する建設協力金
等であり、相手先の信用リスクがあります。
営業債務である買掛金、未払金及び未払法人税等は、すべて１年以内の支払期日です。

借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に設備投資に必要な資金調
達を目的としたものであり、償還日は、決算日後最長15年です。いずれも固定金利であ
り、金利変動による時価変動のリスクがあります。
デリバティブ取引は、当期末時点において行っておりません。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、売掛金については相手先が主に金融機関系列の取引先であり、信
用リスクは僅少であると考えております。差入保証金及び敷金は、店舗開発部が取引
先ごとの残高を管理するとともに、重要な取引先を定期的にモニタリングするなど、
財務状態等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。また、デリ
バティブ取引を実施する際には、取引相手先を高格付の金融機関に限定しているため
信用リスクは僅少であると考えております。

ロ．市場リスクの管理
投資有価証券について、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握しております。

ハ．資金調達に係るリスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、各部署からの情報に基づき、財務担当部門が適時に資金繰計画及び実績を

作成するとともに、手許流動性を連結売上高の概ね1.5か月分以上に維持することな
どにより、流動性リスクを管理しております。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
2024年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次

のとおりです。
（単位：百万円）

連結貸借対照表計上額 時 価 差 額
（1）投資有価証券

その他有価証券（※１） 1,633 1,633 −
（2）差入保証金 6,446

貸倒引当金（※２） △6
6,440 5,814 △625

（3）敷金 18,873
貸倒引当金（※３） △30

18,842 16,352 △2,489
資産計 26,916 23,800 △3,115

（1）長期借入金 42,529 42,446 △82
（2）リース債務 5,687 5,599 △88
負債計 48,216 48,045 △170

（※１）市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照
表計上額は以下のとおりです。

（単位：百万円）
区 分 連結貸借対照表計上額

非 上 場 株 式 565
（※２）差入保証金に計上している貸倒引当金を控除しております。
（※３）敷金に計上している貸倒引当金を控除しております。
（※４）現金及び預金、売掛金、買掛金、未払金及び未払法人税等については、現金及び短期に決済されるため

時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

（注）１．満期のある金銭債権の償還予定額
（単位：百万円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超
15年以内 15年超

現金及び預金（※） 35,657 ー ー ー ー
売掛金 15,442 ー ー ー ー
差入保証金 1,366 1,169 2,227 787 894
敷金 3,112 5,264 4,113 3,535 2,848

合計 55,578 6,434 6,340 4,323 3,743
（※）「現金及び預金」には現金1,258百万円が含まれております。
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２．長期借入金及びリース債務の連結決算日後の返済予定額
（単位：百万円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

長期借入金 9,842 10,873 10,300 4,687 3,041 3,784
リース債務 2,284 1,587 910 539 235 130

合計 12,126 12,460 11,210 5,226 3,276 3,915

（3）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場におい

て形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相
場価格により算定した時価

レベル２の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプ
ット以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン

プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時
価を分類しております。
① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（単位：百万円）
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 1,633 − − 1,633
資産計 1,633 − − 1,633

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：百万円）

時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

差入保証金 − 5,814 − 5,814
敷金 − 16,352 − 16,352
資産計 − 22,167 − 22,167
長期借入金 − 42,446 − 42,446
リース債務 − 5,599 − 5,599
負債計 − 48,045 − 48,045



連結計算書類

51

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その

時価をレベル１の時価に分類しております。
差入保証金及び敷金
これらの時価は、満期までの期間に基づく将来キャッシュ・フローと国債の利回り等適切な指標に信

用スプレッドを上乗せした利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類し
ております。
長期借入金及びリース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割

引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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８．資産除去債務に関する注記
資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

（1）当該資産除去債務の概要
店舗等の建物の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務等です。

（2）当該資産除去債務の金額の算定方法
使用見込期間を取得から20年又は契約期間と見積り、割引率は0.0％から1.5％を使用して

資産除去債務の金額を算定しております。
（3）当連結会計年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 8,029百万円
有形固定資産の取得に伴う増加額 192 〃
見積りの変更による増加額 353 〃
時の経過による調整額 69 〃
資産除去債務の履行による減少額 △253 〃
連結除外に伴う減少額 △12 〃
期末残高 8,379百万円
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９．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）
報告セグメント

その他
（注）
１

合計ファッシ
ョン事業

エンター
テイメン
ト事業

アニヴェ
ルセル・
ブライダ
ル事業

不動産
賃貸事
業

計

ファッション 100,035 ー ー ー 100,035 ー 100,035
複合カフェ ー 58,946 ー ー 58,946 ー 58,946
カラオケ ー 10,377 ー ー 10,377 ー 10,377
フィットネス ー 5,197 ー ー 5,197 ー 5,197
ブライダル ー ー 10,255 ー 10,255 ー 10,255
その他 ー 926 ー ー 926 104 1,031
顧客との契約か
ら生じる収益 100,035 75,448 10,255 ー 185,739 104 185,843

その他の収益 ー 81 ー 1,791 1,872 ー 1,872
外部顧客への売
上高 100,035 75,530 10,255 1,791 187,611 104 187,716
セグメント間の内部
売上高又は振替高 2 15 4 4,260 4,282 65 4,348

売上高 計 100,038 75,545 10,259 6,051 191,894 170 192,064

（単位：百万円）
売上高 当連結会計年度
報告セグメント計 191,894
「その他」の売上高 170
セグメント間取引消去 △4,348
連結損益計算書の売上高 187,716
（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告関連事業等です。

（2）収益を理解するための基礎となる情報
① ファッション

ファッション事業において紳士服、婦人服及び装飾品並びにファッション商品の販売を
行っております。これらについては商品の引渡時点において顧客が当該商品に対する支配
を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、商品の引渡時点で収益を認識
しております。取引の対価は、商品の引渡時点を中心に、概ね１〜２か月以内に受領して
おります。
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また、ファッション事業においては、会員である顧客に対して販売金額の一定割合のポ
イントを付与しており、顧客がポイントを使用するごとに商品を引き渡す義務を負ってい
ることから、当該ポイント使用時又は失効時に履行義務が充足されると判断し、ポイント
の使用又は失効時に収益を認識しております。

② エンターテイメント
エンターテイメント事業において複合カフェ、カラオケルーム及びフィットネスの運営

等を行っております。複合カフェ、カラオケルームの運営においては、複合カフェスペー
スやカラオケルームといったスペースの提供及びそのなかでのサービスを提供する履行義
務を負っており、当該サービスの提供時点において履行義務が充足されると判断している
ことから、サービス提供時点で収益を認識しております。
複合カフェにおけるギフトカード等の販売に係る収益については、顧客への商品の販売

における役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識しております。
また、複合カフェ及びカラオケルームの運営においては、会員である顧客に対して販売

金額の一定割合のポイントを付与しており、顧客がポイントを使用するごとにサービスを
提供する義務を負っていることから、当該ポイント使用時又は失効時に履行義務が充足さ
れると判断し、ポイントの使用又は失効時に収益を認識しております。
フィットネスにおいては、24時間型フィットネスジムの運営を行っております。会員で

ある顧客に対して、一定期間、いつでも施設を使用できる状態を維持する履行義務を負っ
ており、当該一定期間が経過するにつれて履行義務が充足されるものと判断し、一定期間
にわたり収益を計上しております。
エンターテイメント事業のその他に含まれている株式会社ランシステムのシステム事業

については、財の引き渡し又はサービス提供の完了時点で履行義務が充足されるため当該
時点で収益を認識しております。
取引の対価は、サービス提供の完了時点より、概ね１か月以内に受領しております。

③ ブライダル
アニヴェルセル・ブライダル事業においてゲストハウススタイルの挙式披露宴施設の運

営を行っております。当該事業においては挙式披露宴サービスを提供する履行義務を負っ
ており、挙式披露宴の完了時点において履行義務が充足されると判断していることから、
挙式披露宴の完了時点で収益を認識しております。
また、挙式披露宴における衣装の賃貸サービス等に係る収益については、顧客へのサー

ビス提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識しておりま
す。
取引の対価は、概ねサービス提供の完了時点までに受領しております。
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（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 契約負債の残高等

（単位：百万円）
当連結会計年度

期首残高 期末残高
顧客との契約から生じた債権
売掛金 13,114 15,442

契約負債
契約負債
前受金（流動負債のその他）

1,788
572

1,876
690

合計 2,360 2,567
契約負債は、主にファッション事業及びエンターテイメント事業において会員である顧

客に付与したポイントについて、顧客が将来においてポイントを使用するごとに商品又は
サービスを提供する履行義務に関するものです。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩さ
れます。また、前受金は、主にアニヴェルセル・ブライダル事業において、挙式披露宴サ
ービスの提供義務に対して顧客から受け取った対価です。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額

は1,842百万円です。
② 残存履行義務に配分した取引価格

当社グループのファッション事業においてポイントに係る残存履行義務に配分した取引
価格の総額は1,240百万円です。ファッション事業においては、残存履行義務について、
ポイントが使用又は失効するにつれて今後１年から３年の間で収益を認識することを見込
んでおります。
エンターテイメント事業におけるポイント及びアニヴェルセル・ブライダル事業の前受

金に係る残存履行義務については、当初の予想期間が概ね１年以内であることから、実務
上の便法を適用し、記載を省略しております。
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10．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,627円63銭
（2）１株当たり当期純利益 90円03銭

11．重要な後発事象
該当事項はありません。

12．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2024年３月31日現在）
（単位：百万円）

科目 第48期
2024年３月31日現在

（ご参考）第47期
2023年３月31日現在

（資産の部）
流動資産 31,059 31,142
現金及び預金 11,597 13,389
売掛金 26 9
前払費用 501 393
未収入金 501 899
関係会社短期貸付金 1,550 50
１年内回収予定の関係会社長期貸付金 16,800 16,350
その他 81 51

固定資産 132,696 135,971
有形固定資産 27,991 27,680
建物 6,588 6,266
構築物 161 125
機械及び装置 46 −
車両運搬具 15 22
工具、器具及び備品 3,846 3,867
土地 17,297 17,349
リース資産 17 19
建設仮勘定 16 28
無形固定資産 3,723 3,802
借地権 3,120 3,120
商標権 17 21
ソフトウエア 468 438
電話加入権 83 83
ソフトウエア仮勘定 33 139
投資その他の資産 100,980 104,488
投資有価証券 1,633 1,734
関係会社株式 65,863 65,813
出資金 101 101
関係会社長期貸付金 27,500 32,600
長期前払費用 70 62
差入保証金 1,517 489
敷金 2,990 2,364
繰延税金資産 1,066 1,095
その他 236 226

資産合計 163,755 167,114

科目 第48期
2024年３月31日現在

（ご参考）第47期
2023年３月31日現在

（負債の部）
流動負債 11,477 11,389

１年内償還予定の社債 500 −
１年内返済予定の長期借入金 9,494 9,894
未払金 312 524
未払費用 136 168
未払法人税等 141 2
預り金 22 13
前受収益 483 354
賞与引当金 284 330
役員賞与引当金 80 26
資産除去債務 − 11
その他 21 64

固定負債 33,570 37,401
社債 300 800
長期借入金 30,625 34,419
長期未払金 98 155
退職給付引当金 53 71
資産除去債務 261 260
長期預り敷金保証金 2,211 1,614
その他 19 79

負債合計 45,047 48,791
（純資産の部）
株主資本 117,966 117,640
資本金 23,282 23,282
資本剰余金 26,186 27,384
資本準備金 26,100 26,100
その他資本剰余金 86 1,284
利益剰余金 71,544 70,463
利益準備金 2,234 2,234
その他利益剰余金 69,309 68,229

固定資産圧縮積立金 58 58
別途積立金 36,908 36,908
繰越利益剰余金 32,342 31,262

自己株式 △3,047 △3,490
評価・換算差額等 741 682
その他有価証券評価差額金 741 682
純資産合計 118,708 118,322
負債純資産合計 163,755 167,114
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損益計算書（2023年４月１日から2024年３月31日まで）
（単位：百万円）

科目 第48期
2023
2024

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで

（ご参考）第47期
2022
2023

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで

営業収益 8,817 8,141
経営管理料 3,899 4,316
不動産賃貸収入 4,747 3,725
その他 170 98

営業費用 3,868 3,135
不動産賃貸原価 3,724 3,049
その他 143 86

営業総利益 4,948 5,005
販売費及び一般管理費 4,941 5,100
営業利益又は営業損失(△) 6 △95

営業外収益 3,364 1,903
受取利息 275 278
受取配当金 3,037 1,351
雑収入 50 272

営業外費用 248 1,114
支払利息 175 255
固定資産除却損 33 422
特別調査費用等 − 264
雑損失 39 171

経常利益 3,122 694
特別利益 683 957

固定資産売却益 28 9
投資有価証券売却益 154 209
新株予約権戻入益 − 738
受取解決金 500 −

特別損失 317 144
減損損失 317 123
投資有価証券売却損 − 21

税引前当期純利益 3,487 1,507
法人税、住民税及び事業税 192 24
法人税等調整額 18 △169
法人税等合計 211 △144
当期純利益 3,276 1,651
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株主資本等変動計算書（2023年４月１日から2024年３月31日まで）
（単位：百万円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

固定資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

2023年４月１日 期首残高 23,282 26,100 1,284 27,384 2,234 58 36,908 31,262 70,463 △3,490 117,640

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △2,196 △2,196 △2,196

当期純利益 3,276 3,276 3,276

自己株式の取得 △877 △877

自己株式の処分 △32 △32 155 123

自己株式の消却 △1,165 △1,165 1,165 −
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 − − △1,197 △1,197 − − − 1,080 1,080 443 325

2024年３月31日 期末残高 23,282 26,100 86 26,186 2,234 58 36,908 32,342 71,544 △3,047 117,966

評価・換算差額等
純 資 産 合 計その他

有価証券
評価差額金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

2023年４月１日 期首残高 682 682 118,322

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △2,196

当期純利益 3,276

自己株式の取得 △877

自己株式の処分 123

自己株式の消却 −
株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額） 59 59 59

事業年度中の変動額合計 59 59 385

2024年３月31日 期末残高 741 741 118,708
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（1）資産の評価基準及び評価方法

有価証券
子会社株式 総平均法による原価法
その他有価証券
・市場価格のない株式等
以外のもの

時価法
(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価
は総平均法により算定)

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法
なお、主な耐用年数は次のとおりです。
建物 15〜50年
構築物 10〜20年
機械及び装置 17年
工具、器具及び備品 ５〜10年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法
なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年以
内）に基づく定額法

③ リース資産
・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

④ 長期前払費用
５年の償却期間に基づく定額法

（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上し
ております。

② 賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。
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③ 役員賞与引当金
役員の賞与の支給に備えるため、当事業年度における支給見込額を計上しておりま

す。
④ 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の
見込額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定に当たり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ

る方法については、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、発生年度の翌期から５年間で均等額を費用処理しております。
未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異なりま

す。
（4）収益及び費用の計上基準

① 顧客との契約に基づく収益
当社は、事業を行っているグループ各社に対して経営指導・管理業務等を行っており

ます。顧客であるグループ各社に対して一定期間、適時に経営指導・管理業務等を行う
履行義務を負っており、当該一定期間が経過するにつれて履行義務が充足されるものと
判断しており、一定期間にわたり経営管理料として収益を計上しております。
取引の対価は、収益を計上した月に受領しております。

② 不動産賃貸に係る収益
不動産賃貸に係る収益については、賃貸借契約上の賃料等を収受すべき時に収益を認

識しております。

２．会計上の見積りに関する注記
（1）繰延税金資産の回収可能性

① 当事業年度の計算書類に計上した金額
（単位：百万円）

当事業年度
繰延税金資産 1,066

② 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
連結計算書類における重要な会計上の見積りに関する注記と同様のため、記載を省略して

おります。
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３．貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産及び担保に係る債務

土地284百万円は、子会社である株式会社ＡＯＫＩの店舗賃貸借契約に基づき担保に供
されております。

（2）有形固定資産の減価償却累計額 11,892百万円
（3）保証債務

子会社の賃貸借契約等に係る契約残存期間の賃借料等に対する債務保証を行っておりま
す。
① 株式会社ＡＯＫＩ 25百万円
② 株式会社快活フロンティア 506 〃

（4）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを含む）
① 短期金銭債権 18,420百万円
② 長期金銭債権 27,523 〃
③ 短期金銭債務 2 〃
④ 長期金銭債務 1,660 〃

４．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業収益 7,851百万円
営業費用 372 〃
営業取引以外の取引高 3,316 〃

５．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 2,626,986株
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６．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）
投資有価証券評価損 252百万円
長期未払金 29 〃
減損損失 565 〃
子会社株式 881 〃
繰越欠損金 520 〃
その他 277 〃
小計 2,527百万円
税務上の繰越欠損金に係る評価
性引当額 △393百万円
将来減算一時差異の合計に係る
評価性引当額 △973 〃
評価性引当額小計 △1,367百万円
繰延税金資産合計 1,160百万円

（繰延税金負債）
投資有価証券 42百万円
固定資産圧縮積立金 25 〃
資産除去債務 25 〃
繰延税金負債合計 93百万円
繰延税金資産（純額） 1,066百万円

※税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

合計
（百万円）

税務上の繰越
欠損金 − − − − − 520 520

評価性引当額 − − − − − 393 393

繰延税金資産 − − − − − 127 127

※１ 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額です。
※２ 税務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産を回収可能と判断した主な理由は、税務上の繰越欠損金の控除見込年

度において、控除見込額を十分上回る一時差異等加減算調整前課税所得が生じる可能性が高いと見込まれること
によるものです。



計算書類

64

７．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（4）収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

８．関連当事者との取引に関する注記
（1）子会社及び関連会社等

種 類 会社等の名称
議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当 事 者
と の 関 係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科 目 期末残高
(百万円)

子会社 株 式 会 社
Ａ Ｏ Ｋ Ｉ

所有
直接

100.00

役 員 の 兼 任
土地、建物の賃貸
経 営 管 理
債 務 保 証

土地、建物の賃貸借
（注）1 1,873

前 受 収 益 190
長 期 預 り
敷 金 保 証 金 776

経営管理料
（注）2 2,435 − −
債務保証
（注）4 25 − −

子会社 株 式 会 社
快活フロンティア

所有
直接

100.00

役 員 の 兼 任
土地、建物の賃貸
経 営 管 理
資 金 の 貸 付
債 務 保 証

土地、建物の賃貸借
（注）1 1,119

前 受 収 益 109
長 期 預 り
敷 金 保 証 金 549

経営管理料
（注）2 1,026 − −

資金の貸付
（注）3 11,000

関 係 会 社
短 期 貸 付 金 1,000
１年内回収予定の
関係会社長期貸付金 14,800
関 係 会 社
長 期 貸 付 金 24,000

利息の受取
（注）3 240 未 収 入 金 0
債務保証
（注）5 506 − −

子会社 アニヴェルセル
株 式 会 社

所有
直接

100.00

役 員 の 兼 任
土地、建物の賃貸
経 営 管 理
資 金 の 貸 付

土地、建物の賃貸
（注）1 920

前 受 収 益 95
長 期 預 り
敷 金 保 証 金 331

経営管理料
（注）2 437 − −

資金の貸付
（注）3 2,500

関 係 会 社
短 期 貸 付 金 500
１年内回収予定の
関係会社長期貸付金 2,000
関 係 会 社
長 期 貸 付 金 3,300

利息の受取
（注）3 32 未 収 入 金 0



計算書類

65

種類 会社等の名称
議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当 事 者
と の 関 係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科 目 期末残高
(百万円)

子会社
Ａ Ｏ Ｋ Ｉ
ＨＯＬＤＩＮＧＳ
Ｎ.Ｙ.ＩＮＣ.

所有
直接

100.00
役 員 の 兼 任
資 金 の 貸 付

資 金 の 貸 付 及 び
貸付金の回収（注）3 350 関係会社長期貸付金 200
利息の受取
（注）3 1 未 収 入 金 1

子会社
ダブルエー
少額短期保険
株 式 会 社

所有
直接

93.33
建 物 の 賃 貸
資 金 の 貸 付

建物の賃貸
（注）1 1 前 受 収 益 0

資金の貸付
（注）3 50 関 係 会 社

短 期 貸 付 金 50

利息の受取
（注）3 0 未 収 入 金 0

関 連
会 社

青 木 情 報
開 発
株 式 会 社

(注) 6
なし 保険業務代行

建 物 の 賃 貸

保険料の支払
（注）1 178 − −
建物の賃貸
（注）1 2 前 受 収 益 0

（2）役員及び個人主要株主等子会社及び関連会社等

種類 会社等の名称
議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 連 当 事 者
と の 関 係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科 目 期末残高
(百万円)

役員の
近親者 青 木 擴 憲

被所有
直接

2.17%
当 社 代 表
取締役の実父

解決金の受取
（注）7 400 − −

役員及び
その近親
者が議決
権の過半
数を所有
している
会社等

弁護士法人
金 沢 合 同
法律事務所

(注) 8

− 顧 問 弁 護 士 法務相談等 12 未 払 金 0

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）1．取引価格については、市場価格等に基づき交渉のうえ決定しております。

2．経営管理料については、当事者間の交渉のうえ決定しております。
3．貸付金の金利については、市場金利を勘案し交渉のうえ決定しております。
4．株式会社ＡＯＫＩの建物賃貸借契約に係る契約残存期間の賃借料等に対する債務保証を行っております。
5. 株式会社快活フロンティアの建物賃貸借契約に係る契約残存期間の賃借料等に対する債務保証を行って

おります。
6．当社代表取締役会長青木彰宏の二親等以内の親族である青木擴憲氏が議決権の100％を所有している株

式会社アニヴェルセルＨＯＬＤＩＮＧＳが青木情報開発株式会社の議決権を100％所有しております。
7．解決金については、当事業年度内に全額の受領を完了しております。
8．当社社外取締役菅野園子の二親等以内の親族である菅野昭夫氏が代表社員を務める弁護士法人です。
9．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。
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９．１株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,412円81銭
（2）１株当たり当期純利益 38円94銭

１０．重要な後発事象
該当事項はありません。

１１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

独立監査人の監査報告書
2024年５月17日

株式会社AOKIホールディングス
取 締 役 会 御 中

PwC Japan有限責任監査法人
東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 尻 引 善 博
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 関 根 和 昭

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ＡＯＫＩホールディングスの2023年４月１

日から2024年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、株式会社ＡＯＫＩホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産
及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としての
その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し
たと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示

することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ

の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他

の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこと
にある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実

を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討
する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において
連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切
でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続
できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書
類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査
証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人
は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ
ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に
ついて報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告
独立監査人の監査報告書

2024年５月17日
株式会社AOKIホールディングス

取 締 役 会 御 中
PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 尻 引 善 博
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 関 根 和 昭

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ＡＯＫＩホールディングスの2023年

４月１日から2024年３月31日までの第48期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認
める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、
我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上
の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示

することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締
役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその

他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の

記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことに
ある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実

を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計
算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ
るかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計
算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない
場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書
日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基
礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行
う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ
ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に
ついて報告を行う。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2023年４月１日から2024年３月31日までの第48期事業年度における取締役の職務の執
行を監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。
1. 監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並
びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及
び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法
で監査を実施いたしました。
① 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携のうえ、重要な会議
に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、
重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。ま
た、子会社については、常勤監査等委員が重要な子会社の監査役を兼務しており、重要な子会社の取締役会
に出席するほか、子会社の取締役及び使用人等と意思疎通及び情報交換を図り、必要に応じて事業の報告を
受けるほか子会社に赴き、業務及び財産の状況を調査いたしました。

② 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人
から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）
を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じ
て説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結
損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2. 監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ

ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
なお、過年度の事業報告に記載の贈賄事案については、再発防止策を着実に実行し、法令遵守体制の整
備・強化を進め、法令に則った公正な事業の遂行の徹底に継続して取り組んでいることを確認しておりま
す。ガバナンス強化への取り組みについて引き続き注視してまいります。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人PwC Japan有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人PwC Japan有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2024年５月22日 株式会社AOKIホールディングス監査等委員会
常勤監査等委員 峯 村 光 治 ㊞

監査等委員 上 平 洋 輔 ㊞
監査等委員 金 井 暁 ㊞

（注） 監査等委員 上平洋輔及び金井暁は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する
社外取締役であります。

以 上
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「ＡＯＫＩグループＲＥＰＯＲＴ 2024年3月期 株主通信」について

株主通信「ＡＯＫＩグループＲＥＰＯＲＴ」については、今回から招集ご通知に添付し
ておりません。
当社ウェブサイトに掲載させていただいておりますので、お手数ですが以下のURLから
ご高覧くださいますよう、よろしくお願いいたします。

AOKIホールディングスウェブサイト ＞株主・投資家情報

＞IRライブラリー ＞事業報告書（株主様向け）

https://ir.aoki-hd.co.jp/ja/ir/irfiling/report.html



株主総会会場ご案内図

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株式会社AOKIホールディングス
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道なりにお進みください

エレベーターで
「B１ アーケード階」へ

エレベーターで
「5階 宴会場階」へ

エレベーター

03-3265-1111（代）

◎	当日は、会場周辺道路及び駐車場の混雑が予想されますので、	お車でのご来場はご遠慮願います。

Ａ 	銀座線・丸ノ内線	 赤坂見附駅（赤坂地下歩道	 D 	紀尾井町方面口）より徒歩3分　 	徒歩経路
Ｂ 	半蔵門線	 永田町駅（７番口）より徒歩3分　 	徒歩経路
Ｃ 	有楽町線	 麹町駅（麹町口）より徒歩6分　 	徒歩経路
Ｄ 	丸ノ内線・南北線	 四ツ谷駅（１番口）より徒歩8分　 	徒歩経路

Ｅ 	JR	中央線・総武線	 四ツ谷駅（麹町口）より徒歩8分　 	徒歩経路

交
通
の
ご
案
内 JR

会	場 会場（おり鶴　麗の間）までの経路

ガーデンコート1階からお越しの方は、エレベーターで5階
「宴会場階」へお上がりいただいた後、ザ・メインへお進み
いただき、エレベーターで「アーケード階」へお越しください。

ザ・メイン「宴会場階／フロント」からお越しの方は、宴会場階玄
関から入り、エレベーターで「アーケード階」へお越しください。

宴会場階

ガーデンコート1階

アーケード階

ホテルニューオータニ　ザ・メイン

東京都千代田区紀尾井町４番１号 
ホテルニューオータニ　ザ・メイン
アーケード階　「おり鶴　麗の間」


